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本号で公布された条例のあらまし 

 
◇栃木県流域下水道事業の設置等に関する条例の制定（栃木県条例第18号） 

１ 流域下水道事業の設置（第１条関係） 

  県は、都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、併せて公共用水域の水質の保全に資するため、流 

域下水道事業を設置することとしました。 

２ 地方公営企業法の一部適用（第２条関係） 

  流域下水道事業に、地方公営企業法第２条第２項に規定する財務規定等を適用することとしました。 

３ 経営の基本（第３条関係） 

  流域下水道事業は、常に企業の経済性を発揮するとともに、公共の福祉を増進するように運営されなけれ 

ばならないこととしました。 

４ 流域下水道の名称等（第４条関係） 

  流域下水道事業の用に供する施設（下水道法第２条第４号に規定する流域下水道をいう。）の名称、処理 

区、処理する区域の存する市町及び計画下水量は、次のとおりとすることとしました。 

名       称 処  理  区 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町 
１日当たり計画下水量 

（単位立方メートル） 

鬼怒川上流流域下水道 

上流処理区 日光市 74,760 

中央処理区 
宇都宮市、下野市及び河内郡上三

川町 
91,760 

巴波川流域下水道 巴波川処理区 栃木市及び下都賀郡壬生町 53,310 

北那須流域下水道 北那須処理区 大田原市及び那須塩原市 47,800 

渡良瀬川下流流域下水道 
大岩藤処理区 栃木市 22,870 

思川処理区 小山市及び下都賀郡野木町 24,340 

５ 重要な資産の取得及び処分（第５条関係） 

  予算で定めなければならない流域下水道事業の用に供する資産の取得及び処分は、予定価格が7,000万円 

以上の不動産若しくは動産の買入れ若しくは譲渡（不動産の信託の場合を除き、土地については１件２万平 

方メートル以上のものに係るものに限る。）又は不動産の信託の受益権の買入れ若しくは譲渡とすることと 

しました。 

６ 議会の同意を要する賠償責任の免除（第６条関係） 

  流域下水道事業の業務に従事する職員の賠償責任の免除について議会の同意を得なければならない場合 

は、当該賠償責任に係る賠償額が10万円以上である場合とすることとしました。 

７ 議会の議決を要する負担付きの寄附の受領等（第７条関係） 

  流域下水道事業の業務に関し、議会の議決を要する負担付きの寄附の受領等は、負担付きの寄附又は贈与 

の受領でその金額又はその目的物の価格が1,500万円以上のもの及び法律上県の義務に属する損害賠償の額 

の決定で当該決定に係る金額が500万円以上のものとすることとしました。 

８ 業務状況説明書類の作成（第８条関係） 

  知事は、流域下水道事業に関し、毎事業年度４月１日から９月30日までの事業の概要等業務の状況を説明 

する書類を11月30日までに、10月１日から３月31日までの事業の概要等業務の状況を説明する書類を５月31 

日までに作成しなければならないこととしました。 

９ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 次の条例について、所要の規定の整備をすることとしました。 

  ア 栃木県特別会計設置条例（第２条関係） 

  イ 栃木県流域下水道条例（題名、第１条及び第２条関係） 

◇栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部改正（栃木県条例第19号） 

１ 栃木県権限移譲基本方針に基づき、知事の権限に属する事務の一部を新たに市町村が処理することとしま  

した。 

２ 所要の規定の整備をすることとしました。（以上別表第１及び別表第２関係） 
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３ 施行期日等 

⑴ この条例は、一部を除き、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県手数料条例及び栃木県県税条例の一部改正（栃木県条例第20号） 

１ 行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の一部改正に伴い、所要の規定の整備をすること  

としました。（栃木県手数料条例別表第１及び栃木県県税条例第111条関係） 

２ この条例は、情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化  

及び効率化を図るための行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律等の一部を改正する法律の  

施行の日から施行することとしました。 

◇栃木県総合文化センター設置及び管理条例の一部改正（栃木県条例第21号） 

１ 利用時間区分以外の時間等に施設を利用する場合における利用料金の基準額を改定することとしました。  

（別表第１関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県安全で安心なまちづくり推進条例の一部改正（栃木県条例第22号） 

 児童等の安全を確保するための地域における見守り等の促進を図るため、次のとおり改正することとしまし  

た。 

１ 県民等は、児童等の日常生活における安全を確保するため、地域において、児童等を見守ることその他の  

 必要な措置を講ずるように努めるものとすることとしました。 

２ 地域における犯罪の防止に関する自主的な活動を行う県民等は、児童等の日常生活における安全を確保す  

るため、地域住民と連携して、地域の実情に応じた犯罪の防止のための自主的な活動の推進その他の必要な  

措置を講ずるように努めるものとすることとしました。 

３ 児童等の保護者は、その監護に係る児童等の日常生活における安全を確保するため、必要な監護をするも  

のとすることとしました。 

４ 所要の規定の整備をすることとしました。（以上前文及び第15条関係） 

５ この条例は、令和２（2020）年１月１日から施行することとしました。 

◇都市計画法に基づく開発行為の許可の基準に関する条例の一部改正（栃木県条例第23号） 

１ 都市計画法施行令第25条第６号の技術的細目に定められた制限の緩和について環境の保全、災害の防止及  

び利便の増進上支障がない区域として知事が指定する市町村の区域（以下「指定区域」という。）内におい  

て行う開発行為については、公園、緑地又は広場の設置が義務付けられる開発区域の面積の最低限度を１ヘ  

クタールとすることとしました。 

２ 指定区域の指定は、市町村長の申出により行うこととしました。（以上第１条の２関係） 

３ 所要の規定の整備をすることとしました。 

４ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

◇栃木県建築士審査会条例及び栃木県手数料条例の一部改正（栃木県条例第24号） 

 建築士法等の一部改正に伴い、次のとおり改正することとしました。 

１ 栃木県建築士審査会条例関係 

  栃木県建築士審査会の委員の任期を定めることとしました。（第３条関係） 

２ 栃木県手数料条例関係 

 ⑴ 二級建築士及び木造建築士の免許手数料の額を引き上げることとしました。 

 ⑵ 二級建築士試験及び木造建築士試験の受験手数料の額を引き上げることとしました。 

⑶ 所要の規定の整備をすることとしました。（以上別表第１関係） 

３ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、一部を除き、公布の日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県卸売市場条例の廃止（栃木県条例第25号） 

１ 卸売市場法の一部改正により、地方卸売市場等に関する事項について条例で定めることを要しなくなった  

ことに伴い、栃木県卸売市場条例を廃止することとしました。 

２ この条例は、令和２（2020）年６月21日から施行することとしました。 
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栃 木 県 条 例 第 十 八 号

栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例

（ 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 ）

第 一 条 県 は 、 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上 に 寄 与 し 、 併 せ て 公 共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に

資 す る た め 、 流 域 下 水 道 事 業 を 設 置 す る 。

（ 地 方 公 営 企 業 法 の 一 部 適 用 ）

第 二 条 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 三 項

の 規 定 に 基 づ き 、 流 域 下 水 道 事 業 に 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 。

（ 経 営 の 基 本 ）

第 三 条 流 域 下 水 道 事 業 は 、 常 に 企 業 の 経 済 性 を 発 揮 す る と と も に 、 公 共 の 福 祉 を 増 進 す る よ う に

運 営 さ れ な け れ ば な ら な い 。

（ 流 域 下 水 道 の 名 称 等 ）

第 四 条 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 （ 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 四

号 に 規 定 す る 流 域 下 水 道 を い う 。 ） の 名 称 、 処 理 区 、 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町 及 び 計 画 下 水 量

は 、 次 の 表 に 掲 げ る と お り と す る 。

名 称 処 理 区 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町

一 日 当 た り 計 画 下 水 量

（ 単 位 立 方 メ ー ト ル ）

上 流 処 理 区 日 光 市 七 四 、 七 六 〇

鬼 怒 川 上 流 流 域 下 水 道

中 央 処 理 区

宇 都 宮 市 、 下 野 市 及 び 河 内

九 一 、 七 六 〇

郡 上 三 川 町

巴 波 川 流 域 下 水 道 巴 波 川 処 理 区 栃 木 市 及 び 下 都 賀 郡 壬 生 町 五 三 、 三 一 〇

北 那 須 流 域 下 水 道 北 那 須 処 理 区 大 田 原 市 及 び 那 須 塩 原 市 四 七 、 八 〇 〇

大 岩 藤 処 理 区 栃 木 市 二 二 、 八 七 〇

渡 良 瀬 川 下 流 流 域 下 水 道

思 川 処 理 区 小 山 市 及 び 下 都 賀 郡 野 木 町 二 四 、 三 四 〇

（ 重 要 な 資 産 の 取 得 及 び 処 分 ）

第 五 条 法 第 三 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 予 算 で 定 め な け れ ば な ら な い 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す

る 資 産 の 取 得 及 び 処 分 は 、 予 定 価 格 （ 適 正 な 対 価 を 得 て す る 売 払 い 以 外 の 方 法 に よ る 譲 渡 に あ っ

て は 、 そ の 適 正 な 見 積 価 額 ） が 七 千 万 円 以 上 の 不 動 産 若 し く は 動 産 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 （ 不 動

産 の 信 託 の 場 合 を 除 き 、 土 地 に つ い て は 一 件 二 万 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の に 係 る も の に 限 る 。 ）

又 は 不 動 産 の 信 託 の 受 益 権 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 と す る 。

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ）

第 六 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 三

条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ り 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て

議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額 が 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と

す る 。

（ 議 会 の 議 決 を 要 す る 負 担 付 き の 寄 附 の 受 領 等 ）
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  次 に 掲 げ る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。 
  一 栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 

  二 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  三 栃 木 県 手 数 料 条 例 及 び 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  四 栃 木 県 総 合 文 化 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  五 栃 木 県 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  六 都 市 計 画 法 に 基 づ く 開 発 行 為 の 許 可 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  七 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 及 び 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  八 栃 木 県 卸 売 市 場 条 例 を 廃 止 す る 条 例 

   令 和 元 年 十 二 月 十 六 日 

                          栃 木 県 知 事  福  田  富  一   
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３ 施行期日等 

⑴ この条例は、一部を除き、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県手数料条例及び栃木県県税条例の一部改正（栃木県条例第20号） 

１ 行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の一部改正に伴い、所要の規定の整備をすること  

としました。（栃木県手数料条例別表第１及び栃木県県税条例第111条関係） 

２ この条例は、情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化  

及び効率化を図るための行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律等の一部を改正する法律の  

施行の日から施行することとしました。 

◇栃木県総合文化センター設置及び管理条例の一部改正（栃木県条例第21号） 

１ 利用時間区分以外の時間等に施設を利用する場合における利用料金の基準額を改定することとしました。  

（別表第１関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県安全で安心なまちづくり推進条例の一部改正（栃木県条例第22号） 

 児童等の安全を確保するための地域における見守り等の促進を図るため、次のとおり改正することとしまし  

た。 

１ 県民等は、児童等の日常生活における安全を確保するため、地域において、児童等を見守ることその他の  

 必要な措置を講ずるように努めるものとすることとしました。 

２ 地域における犯罪の防止に関する自主的な活動を行う県民等は、児童等の日常生活における安全を確保す  

るため、地域住民と連携して、地域の実情に応じた犯罪の防止のための自主的な活動の推進その他の必要な  

措置を講ずるように努めるものとすることとしました。 

３ 児童等の保護者は、その監護に係る児童等の日常生活における安全を確保するため、必要な監護をするも  

のとすることとしました。 

４ 所要の規定の整備をすることとしました。（以上前文及び第15条関係） 

５ この条例は、令和２（2020）年１月１日から施行することとしました。 

◇都市計画法に基づく開発行為の許可の基準に関する条例の一部改正（栃木県条例第23号） 

１ 都市計画法施行令第25条第６号の技術的細目に定められた制限の緩和について環境の保全、災害の防止及  

び利便の増進上支障がない区域として知事が指定する市町村の区域（以下「指定区域」という。）内におい  

て行う開発行為については、公園、緑地又は広場の設置が義務付けられる開発区域の面積の最低限度を１ヘ  

クタールとすることとしました。 

２ 指定区域の指定は、市町村長の申出により行うこととしました。（以上第１条の２関係） 

３ 所要の規定の整備をすることとしました。 

４ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

◇栃木県建築士審査会条例及び栃木県手数料条例の一部改正（栃木県条例第24号） 

 建築士法等の一部改正に伴い、次のとおり改正することとしました。 

１ 栃木県建築士審査会条例関係 

  栃木県建築士審査会の委員の任期を定めることとしました。（第３条関係） 

２ 栃木県手数料条例関係 

 ⑴ 二級建築士及び木造建築士の免許手数料の額を引き上げることとしました。 

 ⑵ 二級建築士試験及び木造建築士試験の受験手数料の額を引き上げることとしました。 

⑶ 所要の規定の整備をすることとしました。（以上別表第１関係） 

３ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、一部を除き、公布の日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県卸売市場条例の廃止（栃木県条例第25号） 

１ 卸売市場法の一部改正により、地方卸売市場等に関する事項について条例で定めることを要しなくなった  

ことに伴い、栃木県卸売市場条例を廃止することとしました。 

２ この条例は、令和２（2020）年６月21日から施行することとしました。 
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栃 木 県 条 例 第 十 八 号

栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例

（ 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 ）

第 一 条 県 は 、 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上 に 寄 与 し 、 併 せ て 公 共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に

資 す る た め 、 流 域 下 水 道 事 業 を 設 置 す る 。

（ 地 方 公 営 企 業 法 の 一 部 適 用 ）

第 二 条 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 三 項

の 規 定 に 基 づ き 、 流 域 下 水 道 事 業 に 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 。

（ 経 営 の 基 本 ）

第 三 条 流 域 下 水 道 事 業 は 、 常 に 企 業 の 経 済 性 を 発 揮 す る と と も に 、 公 共 の 福 祉 を 増 進 す る よ う に

運 営 さ れ な け れ ば な ら な い 。

（ 流 域 下 水 道 の 名 称 等 ）

第 四 条 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 （ 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 四

号 に 規 定 す る 流 域 下 水 道 を い う 。 ） の 名 称 、 処 理 区 、 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町 及 び 計 画 下 水 量

は 、 次 の 表 に 掲 げ る と お り と す る 。

名 称 処 理 区 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町

一 日 当 た り 計 画 下 水 量

（ 単 位 立 方 メ ー ト ル ）

上 流 処 理 区 日 光 市 七 四 、 七 六 〇

鬼 怒 川 上 流 流 域 下 水 道

中 央 処 理 区

宇 都 宮 市 、 下 野 市 及 び 河 内

九 一 、 七 六 〇

郡 上 三 川 町

巴 波 川 流 域 下 水 道 巴 波 川 処 理 区 栃 木 市 及 び 下 都 賀 郡 壬 生 町 五 三 、 三 一 〇

北 那 須 流 域 下 水 道 北 那 須 処 理 区 大 田 原 市 及 び 那 須 塩 原 市 四 七 、 八 〇 〇

大 岩 藤 処 理 区 栃 木 市 二 二 、 八 七 〇

渡 良 瀬 川 下 流 流 域 下 水 道

思 川 処 理 区 小 山 市 及 び 下 都 賀 郡 野 木 町 二 四 、 三 四 〇

（ 重 要 な 資 産 の 取 得 及 び 処 分 ）

第 五 条 法 第 三 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 予 算 で 定 め な け れ ば な ら な い 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す

る 資 産 の 取 得 及 び 処 分 は 、 予 定 価 格 （ 適 正 な 対 価 を 得 て す る 売 払 い 以 外 の 方 法 に よ る 譲 渡 に あ っ

て は 、 そ の 適 正 な 見 積 価 額 ） が 七 千 万 円 以 上 の 不 動 産 若 し く は 動 産 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 （ 不 動

産 の 信 託 の 場 合 を 除 き 、 土 地 に つ い て は 一 件 二 万 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の に 係 る も の に 限 る 。 ）

又 は 不 動 産 の 信 託 の 受 益 権 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 と す る 。

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ）

第 六 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 三

条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ り 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て

議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額 が 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と

す る 。

（ 議 会 の 議 決 を 要 す る 負 担 付 き の 寄 附 の 受 領 等 ）
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  次 に 掲 げ る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。 
  一 栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 

  二 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  三 栃 木 県 手 数 料 条 例 及 び 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  四 栃 木 県 総 合 文 化 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  五 栃 木 県 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  六 都 市 計 画 法 に 基 づ く 開 発 行 為 の 許 可 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  七 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 及 び 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  八 栃 木 県 卸 売 市 場 条 例 を 廃 止 す る 条 例 

   令 和 元 年 十 二 月 十 七 日 

                          栃 木 県 知 事  福  田  富  一   
 

 



栃 木 県 公 報（4） 号外第42号令和元（2019）年12月16日　月曜日

第 七 条 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 関 し 、 法 第 四 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る も の は 、 負 担

付 き の 寄 附 又 は 贈 与 の 受 領 で そ の 金 額 又 は そ の 目 的 物 の 価 格 が 千 五 百 万 円 以 上 の も の 及 び 法 律 上
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県 の 義 務 に 属 す る 損 害 賠 償 の 額 の 決 定 で 当 該 決 定 に 係 る 金 額 が 五 百 万 円 以 上 の も の と す る 。

（ 業 務 状 況 説 明 書 類 の 作 成 ）

第 八 条 知 事 は 、 流 域 下 水 道 事 業 に 関 し 、 法 第 四 十 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 毎 事 業 年 度 四 月

一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま で の 業 務 の 状 況 を 説 明 す る 書 類 を 十 一 月 三 十 日 ま で に 、 十 月 一 日 か ら 三 月

三 十 一 日 ま で の 業 務 の 状 況 を 説 明 す る 書 類 を 五 月 三 十 一 日 ま で に 作 成 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 業 務 の 状 況 を 説 明 す る 書 類 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 す る と と も に 、 十 一 月 三 十 日 ま

で に 作 成 す る 書 類 に お い て は 前 事 業 年 度 の 決 算 の 状 況 を 、 五 月 三 十 一 日 ま で に 作 成 す る 書 類 に お

い て は 同 日 の 属 す る 事 業 年 度 の 予 算 の 概 要 及 び 事 業 の 経 営 方 針 を そ れ ぞ れ 明 ら か に し な け れ ば な

ら な い 。

一 事 業 の 概 要

二 経 理 の 状 況

三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 流 域 下 水 道 事 業 の 経 営 状 況 を 明 ら か に す る た め 知 事 が 必 要 と 認

め る 事 項

３ 天 災 そ の 他 や む を 得 な い 事 由 に よ り 、 第 一 項 に 定 め る 期 日 ま で に 同 項 の 業 務 の 状 況 を 説 明 す る

書 類 を 作 成 す る こ と が で き な か っ た 場 合 に お い て は 、 知 事 は 、 で き る だ け 速 や か に こ れ を 作 成 し

な け れ ば な ら な い 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 改 正 ）

２ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 特 別 会 計 の 名 称 等 ） （ 特 別 会 計 の 名 称 等 ）

第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設 置 第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設 置

の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お り と の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お り と

す る 。 す る 。

名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出 名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出

は 設 置 の 理 由 は 設 置 の 理 由

略 略

栃 木 県 都 市 略 略 略 栃 木 県 都 市 略 略 略

開 発 用 地 取 開 発 用 地 取

得 事 業 特 別 得 事 業 特 別

会 計 会 計
栃 木 県 流 域 下 水 道 法 （ 昭 国 庫 補 流 域 下

下 水 道 事 業 和 三 十 三 年 法 助 金 、 水 道 建

特 別 会 計 律 第 七 十 九 市 町 村 設 費 、

号 ） に 規 定 す 等 の 負 流 域 下

る 流 域 下 水 道 担 金 、 水 道 管

の 建 設 及 び 管 一 般 会 理 費 、

理 事 業 計 繰 入 県 債 償

金 、 県 還 金 、
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栃 木 県 条 例 第 十 八 号

栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例

（ 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 ）

第 一 条 県 は 、 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上 に 寄 与 し 、 併 せ て 公 共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に

資 す る た め 、 流 域 下 水 道 事 業 を 設 置 す る 。

（ 地 方 公 営 企 業 法 の 一 部 適 用 ）

第 二 条 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 三 項

の 規 定 に 基 づ き 、 流 域 下 水 道 事 業 に 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 。

（ 経 営 の 基 本 ）

第 三 条 流 域 下 水 道 事 業 は 、 常 に 企 業 の 経 済 性 を 発 揮 す る と と も に 、 公 共 の 福 祉 を 増 進 す る よ う に

運 営 さ れ な け れ ば な ら な い 。

（ 流 域 下 水 道 の 名 称 等 ）

第 四 条 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 （ 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 四

号 に 規 定 す る 流 域 下 水 道 を い う 。 ） の 名 称 、 処 理 区 、 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町 及 び 計 画 下 水 量

は 、 次 の 表 に 掲 げ る と お り と す る 。

名 称 処 理 区 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町

一 日 当 た り 計 画 下 水 量

（ 単 位 立 方 メ ー ト ル ）

上 流 処 理 区 日 光 市 七 四 、 七 六 〇

鬼 怒 川 上 流 流 域 下 水 道

中 央 処 理 区

宇 都 宮 市 、 下 野 市 及 び 河 内

九 一 、 七 六 〇

郡 上 三 川 町

巴 波 川 流 域 下 水 道 巴 波 川 処 理 区 栃 木 市 及 び 下 都 賀 郡 壬 生 町 五 三 、 三 一 〇

北 那 須 流 域 下 水 道 北 那 須 処 理 区 大 田 原 市 及 び 那 須 塩 原 市 四 七 、 八 〇 〇

大 岩 藤 処 理 区 栃 木 市 二 二 、 八 七 〇

渡 良 瀬 川 下 流 流 域 下 水 道

思 川 処 理 区 小 山 市 及 び 下 都 賀 郡 野 木 町 二 四 、 三 四 〇

（ 重 要 な 資 産 の 取 得 及 び 処 分 ）

第 五 条 法 第 三 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 予 算 で 定 め な け れ ば な ら な い 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す

る 資 産 の 取 得 及 び 処 分 は 、 予 定 価 格 （ 適 正 な 対 価 を 得 て す る 売 払 い 以 外 の 方 法 に よ る 譲 渡 に あ っ

て は 、 そ の 適 正 な 見 積 価 額 ） が 七 千 万 円 以 上 の 不 動 産 若 し く は 動 産 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 （ 不 動

産 の 信 託 の 場 合 を 除 き 、 土 地 に つ い て は 一 件 二 万 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の に 係 る も の に 限 る 。 ）

又 は 不 動 産 の 信 託 の 受 益 権 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 と す る 。

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ）

第 六 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 三

条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ り 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て

議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額 が 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と

す る 。

（ 議 会 の 議 決 を 要 す る 負 担 付 き の 寄 附 の 受 領 等 ）

第 七 条 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 関 し 、 法 第 四 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る も の は 、 負 担

付 き の 寄 附 又 は 贈 与 の 受 領 で そ の 金 額 又 は そ の 目 的 物 の 価 格 が 千 五 百 万 円 以 上 の も の 及 び 法 律 上
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県 の 義 務 に 属 す る 損 害 賠 償 の 額 の 決 定 で 当 該 決 定 に 係 る 金 額 が 五 百 万 円 以 上 の も の と す る 。

（ 業 務 状 況 説 明 書 類 の 作 成 ）

第 八 条 知 事 は 、 流 域 下 水 道 事 業 に 関 し 、 法 第 四 十 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 毎 事 業 年 度 四 月

一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま で の 業 務 の 状 況 を 説 明 す る 書 類 を 十 一 月 三 十 日 ま で に 、 十 月 一 日 か ら 三 月

三 十 一 日 ま で の 業 務 の 状 況 を 説 明 す る 書 類 を 五 月 三 十 一 日 ま で に 作 成 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 業 務 の 状 況 を 説 明 す る 書 類 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 す る と と も に 、 十 一 月 三 十 日 ま

で に 作 成 す る 書 類 に お い て は 前 事 業 年 度 の 決 算 の 状 況 を 、 五 月 三 十 一 日 ま で に 作 成 す る 書 類 に お

い て は 同 日 の 属 す る 事 業 年 度 の 予 算 の 概 要 及 び 事 業 の 経 営 方 針 を そ れ ぞ れ 明 ら か に し な け れ ば な

ら な い 。

一 事 業 の 概 要

二 経 理 の 状 況

三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 流 域 下 水 道 事 業 の 経 営 状 況 を 明 ら か に す る た め 知 事 が 必 要 と 認

め る 事 項

３ 天 災 そ の 他 や む を 得 な い 事 由 に よ り 、 第 一 項 に 定 め る 期 日 ま で に 同 項 の 業 務 の 状 況 を 説 明 す る

書 類 を 作 成 す る こ と が で き な か っ た 場 合 に お い て は 、 知 事 は 、 で き る だ け 速 や か に こ れ を 作 成 し

な け れ ば な ら な い 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 改 正 ）

２ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 特 別 会 計 の 名 称 等 ） （ 特 別 会 計 の 名 称 等 ）

第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設 置 第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設 置

の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お り と の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お り と

す る 。 す る 。

名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出 名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出

は 設 置 の 理 由 は 設 置 の 理 由

略 略

栃 木 県 都 市 略 略 略 栃 木 県 都 市 略 略 略

開 発 用 地 取 開 発 用 地 取

得 事 業 特 別 得 事 業 特 別

会 計 会 計
栃 木 県 流 域 下 水 道 法 （ 昭 国 庫 補 流 域 下

下 水 道 事 業 和 三 十 三 年 法 助 金 、 水 道 建

特 別 会 計 律 第 七 十 九 市 町 村 設 費 、

号 ） に 規 定 す 等 の 負 流 域 下

る 流 域 下 水 道 担 金 、 水 道 管

の 建 設 及 び 管 一 般 会 理 費 、

理 事 業 計 繰 入 県 債 償

金 、 県 還 金 、
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栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例

（ 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 ）

第 一 条 県 は 、 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上 に 寄 与 し 、 併 せ て 公 共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に

資 す る た め 、 流 域 下 水 道 事 業 を 設 置 す る 。

（ 地 方 公 営 企 業 法 の 一 部 適 用 ）

第 二 条 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 三 項

の 規 定 に 基 づ き 、 流 域 下 水 道 事 業 に 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 。

（ 経 営 の 基 本 ）

第 三 条 流 域 下 水 道 事 業 は 、 常 に 企 業 の 経 済 性 を 発 揮 す る と と も に 、 公 共 の 福 祉 を 増 進 す る よ う に

運 営 さ れ な け れ ば な ら な い 。

（ 流 域 下 水 道 の 名 称 等 ）

第 四 条 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 （ 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 四

号 に 規 定 す る 流 域 下 水 道 を い う 。 ） の 名 称 、 処 理 区 、 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町 及 び 計 画 下 水 量

は 、 次 の 表 に 掲 げ る と お り と す る 。

名 称 処 理 区 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町

一 日 当 た り 計 画 下 水 量

（ 単 位 立 方 メ ー ト ル ）

上 流 処 理 区 日 光 市 七 四 、 七 六 〇

鬼 怒 川 上 流 流 域 下 水 道

中 央 処 理 区

宇 都 宮 市 、 下 野 市 及 び 河 内

九 一 、 七 六 〇

郡 上 三 川 町

巴 波 川 流 域 下 水 道 巴 波 川 処 理 区 栃 木 市 及 び 下 都 賀 郡 壬 生 町 五 三 、 三 一 〇

北 那 須 流 域 下 水 道 北 那 須 処 理 区 大 田 原 市 及 び 那 須 塩 原 市 四 七 、 八 〇 〇

大 岩 藤 処 理 区 栃 木 市 二 二 、 八 七 〇

渡 良 瀬 川 下 流 流 域 下 水 道

思 川 処 理 区 小 山 市 及 び 下 都 賀 郡 野 木 町 二 四 、 三 四 〇

（ 重 要 な 資 産 の 取 得 及 び 処 分 ）

第 五 条 法 第 三 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 予 算 で 定 め な け れ ば な ら な い 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す

る 資 産 の 取 得 及 び 処 分 は 、 予 定 価 格 （ 適 正 な 対 価 を 得 て す る 売 払 い 以 外 の 方 法 に よ る 譲 渡 に あ っ

て は 、 そ の 適 正 な 見 積 価 額 ） が 七 千 万 円 以 上 の 不 動 産 若 し く は 動 産 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 （ 不 動

産 の 信 託 の 場 合 を 除 き 、 土 地 に つ い て は 一 件 二 万 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の に 係 る も の に 限 る 。 ）

又 は 不 動 産 の 信 託 の 受 益 権 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 と す る 。

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ）

第 六 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 三

条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ り 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て

議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額 が 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と

す る 。

（ 議 会 の 議 決 を 要 す る 負 担 付 き の 寄 附 の 受 領 等 ）
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栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例

（ 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 ）

第 一 条 県 は 、 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上 に 寄 与 し 、 併 せ て 公 共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に

資 す る た め 、 流 域 下 水 道 事 業 を 設 置 す る 。

（ 地 方 公 営 企 業 法 の 一 部 適 用 ）

第 二 条 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 三 項

の 規 定 に 基 づ き 、 流 域 下 水 道 事 業 に 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 。

（ 経 営 の 基 本 ）

第 三 条 流 域 下 水 道 事 業 は 、 常 に 企 業 の 経 済 性 を 発 揮 す る と と も に 、 公 共 の 福 祉 を 増 進 す る よ う に

運 営 さ れ な け れ ば な ら な い 。

（ 流 域 下 水 道 の 名 称 等 ）

第 四 条 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 （ 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 四

号 に 規 定 す る 流 域 下 水 道 を い う 。 ） の 名 称 、 処 理 区 、 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町 及 び 計 画 下 水 量

は 、 次 の 表 に 掲 げ る と お り と す る 。

名 称 処 理 区 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町

一 日 当 た り 計 画 下 水 量

（ 単 位 立 方 メ ー ト ル ）

上 流 処 理 区 日 光 市 七 四 、 七 六 〇

鬼 怒 川 上 流 流 域 下 水 道

中 央 処 理 区

宇 都 宮 市 、 下 野 市 及 び 河 内

九 一 、 七 六 〇

郡 上 三 川 町

巴 波 川 流 域 下 水 道 巴 波 川 処 理 区 栃 木 市 及 び 下 都 賀 郡 壬 生 町 五 三 、 三 一 〇

北 那 須 流 域 下 水 道 北 那 須 処 理 区 大 田 原 市 及 び 那 須 塩 原 市 四 七 、 八 〇 〇

大 岩 藤 処 理 区 栃 木 市 二 二 、 八 七 〇

渡 良 瀬 川 下 流 流 域 下 水 道

思 川 処 理 区 小 山 市 及 び 下 都 賀 郡 野 木 町 二 四 、 三 四 〇

（ 重 要 な 資 産 の 取 得 及 び 処 分 ）

第 五 条 法 第 三 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 予 算 で 定 め な け れ ば な ら な い 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す

る 資 産 の 取 得 及 び 処 分 は 、 予 定 価 格 （ 適 正 な 対 価 を 得 て す る 売 払 い 以 外 の 方 法 に よ る 譲 渡 に あ っ

て は 、 そ の 適 正 な 見 積 価 額 ） が 七 千 万 円 以 上 の 不 動 産 若 し く は 動 産 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 （ 不 動

産 の 信 託 の 場 合 を 除 き 、 土 地 に つ い て は 一 件 二 万 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の に 係 る も の に 限 る 。 ）

又 は 不 動 産 の 信 託 の 受 益 権 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 と す る 。

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ）

第 六 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 三

条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ り 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て

議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額 が 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と

す る 。

（ 議 会 の 議 決 を 要 す る 負 担 付 き の 寄 附 の 受 領 等 ）
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栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例

（ 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 ）

第 一 条 県 は 、 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上 に 寄 与 し 、 併 せ て 公 共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に

資 す る た め 、 流 域 下 水 道 事 業 を 設 置 す る 。

（ 地 方 公 営 企 業 法 の 一 部 適 用 ）

第 二 条 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 三 項

の 規 定 に 基 づ き 、 流 域 下 水 道 事 業 に 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 。

（ 経 営 の 基 本 ）

第 三 条 流 域 下 水 道 事 業 は 、 常 に 企 業 の 経 済 性 を 発 揮 す る と と も に 、 公 共 の 福 祉 を 増 進 す る よ う に

運 営 さ れ な け れ ば な ら な い 。

（ 流 域 下 水 道 の 名 称 等 ）

第 四 条 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 （ 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 四

号 に 規 定 す る 流 域 下 水 道 を い う 。 ） の 名 称 、 処 理 区 、 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町 及 び 計 画 下 水 量

は 、 次 の 表 に 掲 げ る と お り と す る 。

名 称 処 理 区 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町

一 日 当 た り 計 画 下 水 量

（ 単 位 立 方 メ ー ト ル ）

上 流 処 理 区 日 光 市 七 四 、 七 六 〇

鬼 怒 川 上 流 流 域 下 水 道

中 央 処 理 区

宇 都 宮 市 、 下 野 市 及 び 河 内

九 一 、 七 六 〇

郡 上 三 川 町

巴 波 川 流 域 下 水 道 巴 波 川 処 理 区 栃 木 市 及 び 下 都 賀 郡 壬 生 町 五 三 、 三 一 〇

北 那 須 流 域 下 水 道 北 那 須 処 理 区 大 田 原 市 及 び 那 須 塩 原 市 四 七 、 八 〇 〇

大 岩 藤 処 理 区 栃 木 市 二 二 、 八 七 〇

渡 良 瀬 川 下 流 流 域 下 水 道

思 川 処 理 区 小 山 市 及 び 下 都 賀 郡 野 木 町 二 四 、 三 四 〇

（ 重 要 な 資 産 の 取 得 及 び 処 分 ）

第 五 条 法 第 三 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 予 算 で 定 め な け れ ば な ら な い 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す

る 資 産 の 取 得 及 び 処 分 は 、 予 定 価 格 （ 適 正 な 対 価 を 得 て す る 売 払 い 以 外 の 方 法 に よ る 譲 渡 に あ っ

て は 、 そ の 適 正 な 見 積 価 額 ） が 七 千 万 円 以 上 の 不 動 産 若 し く は 動 産 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 （ 不 動

産 の 信 託 の 場 合 を 除 き 、 土 地 に つ い て は 一 件 二 万 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の に 係 る も の に 限 る 。 ）

又 は 不 動 産 の 信 託 の 受 益 権 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 と す る 。

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ）

第 六 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 三

条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ り 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て

議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額 が 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と

す る 。

（ 議 会 の 議 決 を 要 す る 負 担 付 き の 寄 附 の 受 領 等 ）
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栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例

（ 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 ）

第 一 条 県 は 、 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上 に 寄 与 し 、 併 せ て 公 共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に

資 す る た め 、 流 域 下 水 道 事 業 を 設 置 す る 。

（ 地 方 公 営 企 業 法 の 一 部 適 用 ）

第 二 条 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 三 項

の 規 定 に 基 づ き 、 流 域 下 水 道 事 業 に 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 財 務 規 定 等 を 適 用 す る 。

（ 経 営 の 基 本 ）

第 三 条 流 域 下 水 道 事 業 は 、 常 に 企 業 の 経 済 性 を 発 揮 す る と と も に 、 公 共 の 福 祉 を 増 進 す る よ う に

運 営 さ れ な け れ ば な ら な い 。

（ 流 域 下 水 道 の 名 称 等 ）

第 四 条 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 （ 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 四

号 に 規 定 す る 流 域 下 水 道 を い う 。 ） の 名 称 、 処 理 区 、 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町 及 び 計 画 下 水 量

は 、 次 の 表 に 掲 げ る と お り と す る 。

名 称 処 理 区 処 理 す る 区 域 の 存 す る 市 町

一 日 当 た り 計 画 下 水 量

（ 単 位 立 方 メ ー ト ル ）

上 流 処 理 区 日 光 市 七 四 、 七 六 〇

鬼 怒 川 上 流 流 域 下 水 道

中 央 処 理 区

宇 都 宮 市 、 下 野 市 及 び 河 内

九 一 、 七 六 〇

郡 上 三 川 町

巴 波 川 流 域 下 水 道 巴 波 川 処 理 区 栃 木 市 及 び 下 都 賀 郡 壬 生 町 五 三 、 三 一 〇

北 那 須 流 域 下 水 道 北 那 須 処 理 区 大 田 原 市 及 び 那 須 塩 原 市 四 七 、 八 〇 〇

大 岩 藤 処 理 区 栃 木 市 二 二 、 八 七 〇

渡 良 瀬 川 下 流 流 域 下 水 道

思 川 処 理 区 小 山 市 及 び 下 都 賀 郡 野 木 町 二 四 、 三 四 〇

（ 重 要 な 資 産 の 取 得 及 び 処 分 ）

第 五 条 法 第 三 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 予 算 で 定 め な け れ ば な ら な い 流 域 下 水 道 事 業 の 用 に 供 す

る 資 産 の 取 得 及 び 処 分 は 、 予 定 価 格 （ 適 正 な 対 価 を 得 て す る 売 払 い 以 外 の 方 法 に よ る 譲 渡 に あ っ

て は 、 そ の 適 正 な 見 積 価 額 ） が 七 千 万 円 以 上 の 不 動 産 若 し く は 動 産 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 （ 不 動

産 の 信 託 の 場 合 を 除 き 、 土 地 に つ い て は 一 件 二 万 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の に 係 る も の に 限 る 。 ）

又 は 不 動 産 の 信 託 の 受 益 権 の 買 入 れ 若 し く は 譲 渡 と す る 。

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ）

第 六 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 三

条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ り 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て

議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額 が 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と

す る 。

（ 議 会 の 議 決 を 要 す る 負 担 付 き の 寄 附 の 受 領 等 ）



栃 木 県 公 報 （5）号外第42号令和元（2019）年12月16日　月曜日

債 及 び 一 般 会

附 属 諸 計 繰 出
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収 入 金 及 び

そ の 他

の 諸 支

出

（ 栃 木 県 流 域 下 水 道 条 例 の 一 部 改 正 ）

３ 栃 木 県 流 域 下 水 道 条 例 （ 昭 和 五 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

流 域 下 水 道 の 構 造 の 技 術 上 の 基 準 等 を 定 栃 木 県 流 域 下 水 道 条 例

め る 条 例

（ 趣 旨 ） （ 設 置 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 第 一 条 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上

法 律 第 七 十 九 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 に 寄 与 し 、 併 せ て 公 共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に

十 五 条 の 十 八 第 一 項 に お い て 準 用 す る 法 第 七 資 す る た め 、 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第

条 第 二 項 及 び 第 二 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ 七 十 九 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 五 条

き 、 流 域 下 水 道 の 構 造 の 技 術 上 の 基 準 等 を 定 の 十 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 流 域 下 水 道 を 設

め る も の と す る 。 置 す る 。

（ 名 称 等 ）

第 二 条 削 除 第 二 条 流 域 下 水 道 の 名 称 、 処 理 区 及 び 処 理 す

る 区 域 の 存 す る 市 町 は 、 次 の と お り と す る 。

名 称 処 理 区

処 理 す る 区 域

の 存 す る 市 町

鬼 怒 川 上 上 流 処 理 日 光 市

流 流 域 下 区

水 道

中 央 処 理 宇 都 宮 市 、 下 野 市 及 び

区 河 内 郡 上 三 川 町

巴 波 川 流 巴 波 川 処 栃 木 市 及 び 下 都 賀 郡 壬

域 下 水 道 理 区 生 町

北 那 須 流 北 那 須 処 大 田 原 市 及 び 那 須 塩 原

域 下 水 道 理 区 市

渡 良 瀬 川 大 岩 藤 処 栃 木 市

下 流 流 域 理 区

下 水 道

思 川 処 理 小 山 市 及 び 下 都 賀 郡 野

区 木 町

債 及 び 一 般 会

附 属 諸 計 繰 出
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収 入 金 及 び

そ の 他

の 諸 支

出

（ 栃 木 県 流 域 下 水 道 条 例 の 一 部 改 正 ）

３ 栃 木 県 流 域 下 水 道 条 例 （ 昭 和 五 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

流 域 下 水 道 の 構 造 の 技 術 上 の 基 準 等 を 定 栃 木 県 流 域 下 水 道 条 例

め る 条 例

（ 趣 旨 ） （ 設 置 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 第 一 条 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上

法 律 第 七 十 九 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 に 寄 与 し 、 併 せ て 公 共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に

十 五 条 の 十 八 第 一 項 に お い て 準 用 す る 法 第 七 資 す る た め 、 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第

条 第 二 項 及 び 第 二 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ 七 十 九 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 五 条

き 、 流 域 下 水 道 の 構 造 の 技 術 上 の 基 準 等 を 定 の 十 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 流 域 下 水 道 を 設

め る も の と す る 。 置 す る 。

（ 名 称 等 ）

第 二 条 削 除 第 二 条 流 域 下 水 道 の 名 称 、 処 理 区 及 び 処 理 す

る 区 域 の 存 す る 市 町 は 、 次 の と お り と す る 。

名 称 処 理 区

処 理 す る 区 域

の 存 す る 市 町

鬼 怒 川 上 上 流 処 理 日 光 市

流 流 域 下 区

水 道

中 央 処 理 宇 都 宮 市 、 下 野 市 及 び

区 河 内 郡 上 三 川 町

巴 波 川 流 巴 波 川 処 栃 木 市 及 び 下 都 賀 郡 壬

域 下 水 道 理 区 生 町

北 那 須 流 北 那 須 処 大 田 原 市 及 び 那 須 塩 原

域 下 水 道 理 区 市

渡 良 瀬 川 大 岩 藤 処 栃 木 市

下 流 流 域 理 区

下 水 道

思 川 処 理 小 山 市 及 び 下 都 賀 郡 野

区 木 町

債 及 び 一 般 会

附 属 諸 計 繰 出
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収 入 金 及 び

そ の 他

の 諸 支

出

（ 栃 木 県 流 域 下 水 道 条 例 の 一 部 改 正 ）

３ 栃 木 県 流 域 下 水 道 条 例 （ 昭 和 五 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

流 域 下 水 道 の 構 造 の 技 術 上 の 基 準 等 を 定 栃 木 県 流 域 下 水 道 条 例

め る 条 例

（ 趣 旨 ） （ 設 置 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 第 一 条 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上

法 律 第 七 十 九 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 に 寄 与 し 、 併 せ て 公 共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に

十 五 条 の 十 八 第 一 項 に お い て 準 用 す る 法 第 七 資 す る た め 、 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第

条 第 二 項 及 び 第 二 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ 七 十 九 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 五 条

き 、 流 域 下 水 道 の 構 造 の 技 術 上 の 基 準 等 を 定 の 十 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 流 域 下 水 道 を 設

め る も の と す る 。 置 す る 。

（ 名 称 等 ）

第 二 条 削 除 第 二 条 流 域 下 水 道 の 名 称 、 処 理 区 及 び 処 理 す

る 区 域 の 存 す る 市 町 は 、 次 の と お り と す る 。

名 称 処 理 区

処 理 す る 区 域

の 存 す る 市 町

鬼 怒 川 上 上 流 処 理 日 光 市

流 流 域 下 区

水 道

中 央 処 理 宇 都 宮 市 、 下 野 市 及 び

区 河 内 郡 上 三 川 町

巴 波 川 流 巴 波 川 処 栃 木 市 及 び 下 都 賀 郡 壬

域 下 水 道 理 区 生 町

北 那 須 流 北 那 須 処 大 田 原 市 及 び 那 須 塩 原

域 下 水 道 理 区 市

渡 良 瀬 川 大 岩 藤 処 栃 木 市

下 流 流 域 理 区

下 水 道

思 川 処 理 小 山 市 及 び 下 都 賀 郡 野

区 木 町

第 七 条 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 関 し 、 法 第 四 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る も の は 、 負 担

付 き の 寄 附 又 は 贈 与 の 受 領 で そ の 金 額 又 は そ の 目 的 物 の 価 格 が 千 五 百 万 円 以 上 の も の 及 び 法 律 上

8

県 の 義 務 に 属 す る 損 害 賠 償 の 額 の 決 定 で 当 該 決 定 に 係 る 金 額 が 五 百 万 円 以 上 の も の と す る 。

（ 業 務 状 況 説 明 書 類 の 作 成 ）

第 八 条 知 事 は 、 流 域 下 水 道 事 業 に 関 し 、 法 第 四 十 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 毎 事 業 年 度 四 月

一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま で の 業 務 の 状 況 を 説 明 す る 書 類 を 十 一 月 三 十 日 ま で に 、 十 月 一 日 か ら 三 月

三 十 一 日 ま で の 業 務 の 状 況 を 説 明 す る 書 類 を 五 月 三 十 一 日 ま で に 作 成 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 業 務 の 状 況 を 説 明 す る 書 類 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 す る と と も に 、 十 一 月 三 十 日 ま

で に 作 成 す る 書 類 に お い て は 前 事 業 年 度 の 決 算 の 状 況 を 、 五 月 三 十 一 日 ま で に 作 成 す る 書 類 に お

い て は 同 日 の 属 す る 事 業 年 度 の 予 算 の 概 要 及 び 事 業 の 経 営 方 針 を そ れ ぞ れ 明 ら か に し な け れ ば な

ら な い 。

一 事 業 の 概 要

二 経 理 の 状 況

三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 流 域 下 水 道 事 業 の 経 営 状 況 を 明 ら か に す る た め 知 事 が 必 要 と 認

め る 事 項

３ 天 災 そ の 他 や む を 得 な い 事 由 に よ り 、 第 一 項 に 定 め る 期 日 ま で に 同 項 の 業 務 の 状 況 を 説 明 す る

書 類 を 作 成 す る こ と が で き な か っ た 場 合 に お い て は 、 知 事 は 、 で き る だ け 速 や か に こ れ を 作 成 し

な け れ ば な ら な い 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 改 正 ）

２ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 特 別 会 計 の 名 称 等 ） （ 特 別 会 計 の 名 称 等 ）

第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設 置 第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設 置

の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お り と の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お り と

す る 。 す る 。

名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出 名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出

は 設 置 の 理 由 は 設 置 の 理 由

略 略

栃 木 県 都 市 略 略 略 栃 木 県 都 市 略 略 略

開 発 用 地 取 開 発 用 地 取

得 事 業 特 別 得 事 業 特 別

会 計 会 計
栃 木 県 流 域 下 水 道 法 （ 昭 国 庫 補 流 域 下

下 水 道 事 業 和 三 十 三 年 法 助 金 、 水 道 建

特 別 会 計 律 第 七 十 九 市 町 村 設 費 、

号 ） に 規 定 す 等 の 負 流 域 下

る 流 域 下 水 道 担 金 、 水 道 管

の 建 設 及 び 管 一 般 会 理 費 、

理 事 業 計 繰 入 県 債 償

金 、 県 還 金 、



栃 木 県 公 報（6） 号外第42号令和元（2019）年12月16日　月曜日

────────────────────────────────────────────
町 、 塩 谷 町 、 塩 谷

町 、 高 根 町 、 高 根0
0

沢 町 、 那 沢 町 及 び

須 町 及 び 那 須 町

那 珂 川 町

二 十 一 ～ 三 十 四 略 二 十 一 ～ 三 十 四 略

三 十 五 栃 木 県 景 観 条 例 （ 平 成 市 町 （ 第 三 十 五 栃 木 県 景 観 条 例 （ 平 成 市 町 （ 第

十 五 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 。 以 一 号 に 掲 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 。 以 一 号 に 掲

下 こ の 項 に お い て 「 条 例 」 と げ る 事 務 下 こ の 項 に お い て 「 条 例 」 と げ る 事 務

い う 。 ） 及 び 条 例 の 施 行 の た に あ っ て い う 。 ） 及 び 条 例 の 施 行 の た に あ っ て

め の 規 則 に 基 づ く 事 務 の う は 、 宇 都 め の 規 則 に 基 づ く 事 務 の う は 、 宇 都

ち 、 次 に 掲 げ る も の 宮 市 、 足 ち 、 次 に 掲 げ る も の 宮 市 、 足) ) ) )

一 ・ 二 略 利 市 、 栃 一 ・ 二 略 利 市 、 栃( ( ( (

木 市 、 佐 木 市 、 佐

野 市 、 鹿 野 市 、 鹿

沼 市 、 日 沼 市 、 日

光 市 、 小 光 市 、 小

山 市 、 真 山 市 、 真

岡 市 、 大 岡 市 、 大

田 原 市 、 田 原 市

矢 板 市 、 、

那 須 塩 原 那 須 塩 原

市 、 さ く 市 、 さ く

ら 市 、 下 ら 市 、 下

野 市 、 高 野 市 、 高

根 沢 町 及 根 沢 町 及

び 那 須 町 び 那 須 町

を 除 を 除

く 。 ） く 。 ）

三 十 五 の 二 栃 木 県 景 観 条 例 真 岡 市 、 三 十 五 の 二 栃 木 県 景 観 条 例 真 岡 市 、

（ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 大 田 原 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 大 田 原

例 」 と い う 。 ） 及 び 条 例 の 施 市 、 矢 板 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 例 の 施 市

行 の た め の 規 則 に 基 づ く 事 務 市 及 び 下 行 の た め の 規 則 に 基 づ く 事 務 及 び 下

の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 野 市 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 野 市) ) ) )

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略( ( ( (

三 十 五 の 三 ～ 三 十 七 の 二 略 三 十 五 の 三 ～ 三 十 七 の 二 略

三 十 八 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 略 三 十 八 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 略

動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る

法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 九 十 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 九 十

一 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 一 号 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、

「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 同 法 第 十 七 条 第 一 項 、 第 十 八

務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 条 第 一 項 及 び 第 二 十 三 条 第 一)
一 法 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 項 の 規 定 に よ る 認 定 の 申 請 の(

に よ る 認 定 の 申 請 の 受 理 等 受 理 等)
二 法 第 十 八 条 第 一 項 の 規 定(

に よ る 認 定 の 申 請 の 受 理 等

0
0

栃 木 県 条 例 第 十 九 号

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 二 十 略 一 ～ 二 十 略

二 十 の 二 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二 茂 木 町 、 二 十 の 二 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二

年 法 律 第 百 七 十 七 号 。 以 下 こ 壬 生 町 、 年 法 律 第 百 七 十 七 号 。 以 下 こ 壬 生 町 、

の 項 に お い て 「 法 」 と い 野 木 町 、 の 項 に お い て 「 法 」 と い 野 木 町 、

う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 塩 谷 町 、 う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 塩 谷 町 、

次 に 掲 げ る も の 次 に 掲 げ る も の高 根 沢 高 根 沢) ) ) )

一 ～ 九 略 町 、 那 須 一 ～ 九 略 町 及 び 那( ( ( (

町 及 び 那 須 町

珂 川 町

二 十 の 三 栃 木 県 小 規 模 水 道 条 宇 都 宮 二 十 の 三 栃 木 県 小 規 模 水 道 条 宇 都 宮

例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 市 、 足 利 例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 市 、 足 利

第 三 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い 市 、 栃 木 第 三 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い 市 、 栃 木

て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 市 、 佐 野 て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 市 、 佐 野

例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ 市 、 鹿 沼 例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ 市 、 鹿 沼

く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も 市 、 日 光 く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も 市 、 日 光

の の市 、 小 山 市 、 小 山) ) ) )

一 ～ 七 略 市 、 真 岡 一 ～ 七 略 市 、 真 岡( ( ( (

市 、 大 田 市 、 大 田

原 市 、 矢 原 市 、 矢

板 市 、 那 板 市 、 那

須 塩 原 須 塩 原

市 、 さ く 市 、 さ く

ら 市 、 那 ら 市 、 那

須 烏 山 須 烏 山

市 、 下 野 市 、 下 野

市 、 茂 木 市

町 、 壬 生 、 壬 生

町 、 野 木 町 、 野 木

1
0

（ 都 市 整 備 課 ）

債 及 び 一 般 会

附 属 諸 計 繰 出
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収 入 金 及 び

そ の 他

の 諸 支

出

（ 栃 木 県 流 域 下 水 道 条 例 の 一 部 改 正 ）

３ 栃 木 県 流 域 下 水 道 条 例 （ 昭 和 五 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

流 域 下 水 道 の 構 造 の 技 術 上 の 基 準 等 を 定 栃 木 県 流 域 下 水 道 条 例

め る 条 例

（ 趣 旨 ） （ 設 置 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 第 一 条 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上

法 律 第 七 十 九 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 に 寄 与 し 、 併 せ て 公 共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に

十 五 条 の 十 八 第 一 項 に お い て 準 用 す る 法 第 七 資 す る た め 、 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第

条 第 二 項 及 び 第 二 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ 七 十 九 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 五 条

き 、 流 域 下 水 道 の 構 造 の 技 術 上 の 基 準 等 を 定 の 十 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 流 域 下 水 道 を 設

め る も の と す る 。 置 す る 。

（ 名 称 等 ）

第 二 条 削 除 第 二 条 流 域 下 水 道 の 名 称 、 処 理 区 及 び 処 理 す

る 区 域 の 存 す る 市 町 は 、 次 の と お り と す る 。

名 称 処 理 区

処 理 す る 区 域

の 存 す る 市 町

鬼 怒 川 上 上 流 処 理 日 光 市

流 流 域 下 区

水 道

中 央 処 理 宇 都 宮 市 、 下 野 市 及 び

区 河 内 郡 上 三 川 町

巴 波 川 流 巴 波 川 処 栃 木 市 及 び 下 都 賀 郡 壬

域 下 水 道 理 区 生 町

北 那 須 流 北 那 須 処 大 田 原 市 及 び 那 須 塩 原

域 下 水 道 理 区 市

渡 良 瀬 川 大 岩 藤 処 栃 木 市

下 流 流 域 理 区

下 水 道

思 川 処 理 小 山 市 及 び 下 都 賀 郡 野

区 木 町

0
0

栃 木 県 条 例 第 十 九 号

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 二 十 略 一 ～ 二 十 略

二 十 の 二 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二 茂 木 町 、 二 十 の 二 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二

年 法 律 第 百 七 十 七 号 。 以 下 こ 壬 生 町 、 年 法 律 第 百 七 十 七 号 。 以 下 こ 壬 生 町 、

の 項 に お い て 「 法 」 と い 野 木 町 、 の 項 に お い て 「 法 」 と い 野 木 町 、

う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 塩 谷 町 、 う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 塩 谷 町 、

次 に 掲 げ る も の 次 に 掲 げ る も の高 根 沢 高 根 沢) ) ) )

一 ～ 九 略 町 、 那 須 一 ～ 九 略 町 及 び 那( ( ( (

町 及 び 那 須 町

珂 川 町

二 十 の 三 栃 木 県 小 規 模 水 道 条 宇 都 宮 二 十 の 三 栃 木 県 小 規 模 水 道 条 宇 都 宮

例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 市 、 足 利 例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 市 、 足 利

第 三 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い 市 、 栃 木 第 三 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い 市 、 栃 木

て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 市 、 佐 野 て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 市 、 佐 野

例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ 市 、 鹿 沼 例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ 市 、 鹿 沼

く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も 市 、 日 光 く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も 市 、 日 光

の の市 、 小 山 市 、 小 山) ) ) )

一 ～ 七 略 市 、 真 岡 一 ～ 七 略 市 、 真 岡( ( ( (

市 、 大 田 市 、 大 田

原 市 、 矢 原 市 、 矢

板 市 、 那 板 市 、 那

須 塩 原 須 塩 原

市 、 さ く 市 、 さ く

ら 市 、 那 ら 市 、 那

須 烏 山 須 烏 山

市 、 下 野 市 、 下 野

市 、 茂 木 市

町 、 壬 生 、 壬 生

町 、 野 木 町 、 野 木

1
0

（ 都 市 整 備 課 ）

0
0

栃 木 県 条 例 第 十 九 号

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 二 十 略 一 ～ 二 十 略

二 十 の 二 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二 茂 木 町 、 二 十 の 二 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二

年 法 律 第 百 七 十 七 号 。 以 下 こ 壬 生 町 、 年 法 律 第 百 七 十 七 号 。 以 下 こ 壬 生 町 、

の 項 に お い て 「 法 」 と い 野 木 町 、 の 項 に お い て 「 法 」 と い 野 木 町 、

う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 塩 谷 町 、 う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 塩 谷 町 、

次 に 掲 げ る も の 次 に 掲 げ る も の高 根 沢 高 根 沢) ) ) )

一 ～ 九 略 町 、 那 須 一 ～ 九 略 町 及 び 那( ( ( (

町 及 び 那 須 町

珂 川 町

二 十 の 三 栃 木 県 小 規 模 水 道 条 宇 都 宮 二 十 の 三 栃 木 県 小 規 模 水 道 条 宇 都 宮

例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 市 、 足 利 例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 市 、 足 利

第 三 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い 市 、 栃 木 第 三 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い 市 、 栃 木

て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 市 、 佐 野 て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 市 、 佐 野

例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ 市 、 鹿 沼 例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ 市 、 鹿 沼

く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も 市 、 日 光 く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も 市 、 日 光

の の市 、 小 山 市 、 小 山) ) ) )

一 ～ 七 略 市 、 真 岡 一 ～ 七 略 市 、 真 岡( ( ( (

市 、 大 田 市 、 大 田

原 市 、 矢 原 市 、 矢

板 市 、 那 板 市 、 那

須 塩 原 須 塩 原

市 、 さ く 市 、 さ く

ら 市 、 那 ら 市 、 那

須 烏 山 須 烏 山

市 、 下 野 市 、 下 野

市 、 茂 木 市

町 、 壬 生 、 壬 生

町 、 野 木 町 、 野 木

0
0

栃 木 県 条 例 第 十 九 号

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 二 十 略 一 ～ 二 十 略

二 十 の 二 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二 茂 木 町 、 二 十 の 二 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二

年 法 律 第 百 七 十 七 号 。 以 下 こ 壬 生 町 、 年 法 律 第 百 七 十 七 号 。 以 下 こ 壬 生 町 、

の 項 に お い て 「 法 」 と い 野 木 町 、 の 項 に お い て 「 法 」 と い 野 木 町 、

う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 塩 谷 町 、 う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 塩 谷 町 、

次 に 掲 げ る も の 次 に 掲 げ る も の高 根 沢 高 根 沢) ) ) )

一 ～ 九 略 町 、 那 須 一 ～ 九 略 町 及 び 那( ( ( (

町 及 び 那 須 町

珂 川 町

二 十 の 三 栃 木 県 小 規 模 水 道 条 宇 都 宮 二 十 の 三 栃 木 県 小 規 模 水 道 条 宇 都 宮

例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 市 、 足 利 例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 市 、 足 利

第 三 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い 市 、 栃 木 第 三 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い 市 、 栃 木

て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 市 、 佐 野 て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 市 、 佐 野

例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ 市 、 鹿 沼 例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ 市 、 鹿 沼

く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も 市 、 日 光 く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も 市 、 日 光

の の市 、 小 山 市 、 小 山) ) ) )

一 ～ 七 略 市 、 真 岡 一 ～ 七 略 市 、 真 岡( ( ( (

市 、 大 田 市 、 大 田

原 市 、 矢 原 市 、 矢

板 市 、 那 板 市 、 那

須 塩 原 須 塩 原

市 、 さ く 市 、 さ く

ら 市 、 那 ら 市 、 那

須 烏 山 須 烏 山

市 、 下 野 市 、 下 野

市 、 茂 木 市

町 、 壬 生 、 壬 生

町 、 野 木 町 、 野 木

0
0

栃 木 県 条 例 第 十 九 号

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 二 十 略 一 ～ 二 十 略

二 十 の 二 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二 茂 木 町 、 二 十 の 二 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二

年 法 律 第 百 七 十 七 号 。 以 下 こ 壬 生 町 、 年 法 律 第 百 七 十 七 号 。 以 下 こ 壬 生 町 、

の 項 に お い て 「 法 」 と い 野 木 町 、 の 項 に お い て 「 法 」 と い 野 木 町 、

う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 塩 谷 町 、 う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 塩 谷 町 、

次 に 掲 げ る も の 次 に 掲 げ る も の高 根 沢 高 根 沢) ) ) )

一 ～ 九 略 町 、 那 須 一 ～ 九 略 町 及 び 那( ( ( (

町 及 び 那 須 町

珂 川 町

二 十 の 三 栃 木 県 小 規 模 水 道 条 宇 都 宮 二 十 の 三 栃 木 県 小 規 模 水 道 条 宇 都 宮

例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 市 、 足 利 例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 市 、 足 利

第 三 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い 市 、 栃 木 第 三 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い 市 、 栃 木

て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 市 、 佐 野 て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 市 、 佐 野

例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ 市 、 鹿 沼 例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ 市 、 鹿 沼

く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も 市 、 日 光 く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も 市 、 日 光

の の市 、 小 山 市 、 小 山) ) ) )

一 ～ 七 略 市 、 真 岡 一 ～ 七 略 市 、 真 岡( ( ( (

市 、 大 田 市 、 大 田

原 市 、 矢 原 市 、 矢

板 市 、 那 板 市 、 那

須 塩 原 須 塩 原

市 、 さ く 市 、 さ く

ら 市 、 那 ら 市 、 那

須 烏 山 須 烏 山

市 、 下 野 市 、 下 野

市 、 茂 木 市

町 、 壬 生 、 壬 生

町 、 野 木 町 、 野 木

0
0

栃 木 県 条 例 第 十 九 号

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 二 十 略 一 ～ 二 十 略

二 十 の 二 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二 茂 木 町 、 二 十 の 二 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二

年 法 律 第 百 七 十 七 号 。 以 下 こ 壬 生 町 、 年 法 律 第 百 七 十 七 号 。 以 下 こ 壬 生 町 、

の 項 に お い て 「 法 」 と い 野 木 町 、 の 項 に お い て 「 法 」 と い 野 木 町 、

う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 塩 谷 町 、 う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 塩 谷 町 、

次 に 掲 げ る も の 次 に 掲 げ る も の高 根 沢 高 根 沢) ) ) )

一 ～ 九 略 町 、 那 須 一 ～ 九 略 町 及 び 那( ( ( (

町 及 び 那 須 町

珂 川 町

二 十 の 三 栃 木 県 小 規 模 水 道 条 宇 都 宮 二 十 の 三 栃 木 県 小 規 模 水 道 条 宇 都 宮

例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 市 、 足 利 例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 市 、 足 利

第 三 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い 市 、 栃 木 第 三 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い 市 、 栃 木

て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 市 、 佐 野 て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 市 、 佐 野

例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ 市 、 鹿 沼 例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ 市 、 鹿 沼

く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も 市 、 日 光 く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も 市 、 日 光

の の市 、 小 山 市 、 小 山) ) ) )

一 ～ 七 略 市 、 真 岡 一 ～ 七 略 市 、 真 岡( ( ( (

市 、 大 田 市 、 大 田

原 市 、 矢 原 市 、 矢

板 市 、 那 板 市 、 那

須 塩 原 須 塩 原

市 、 さ く 市 、 さ く

ら 市 、 那 ら 市 、 那

須 烏 山 須 烏 山

市 、 下 野 市 、 下 野

市 、 茂 木 市

町 、 壬 生 、 壬 生

町 、 野 木 町 、 野 木
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町 、 塩 谷 町 、 塩 谷

町 、 高 根 町 、 高 根0
0

沢 町 、 那 沢 町 及 び

須 町 及 び 那 須 町

那 珂 川 町

二 十 一 ～ 三 十 四 略 二 十 一 ～ 三 十 四 略

三 十 五 栃 木 県 景 観 条 例 （ 平 成 市 町 （ 第 三 十 五 栃 木 県 景 観 条 例 （ 平 成 市 町 （ 第

十 五 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 。 以 一 号 に 掲 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 。 以 一 号 に 掲

下 こ の 項 に お い て 「 条 例 」 と げ る 事 務 下 こ の 項 に お い て 「 条 例 」 と げ る 事 務

い う 。 ） 及 び 条 例 の 施 行 の た に あ っ て い う 。 ） 及 び 条 例 の 施 行 の た に あ っ て

め の 規 則 に 基 づ く 事 務 の う は 、 宇 都 め の 規 則 に 基 づ く 事 務 の う は 、 宇 都

ち 、 次 に 掲 げ る も の 宮 市 、 足 ち 、 次 に 掲 げ る も の 宮 市 、 足) ) ) )

一 ・ 二 略 利 市 、 栃 一 ・ 二 略 利 市 、 栃( ( ( (

木 市 、 佐 木 市 、 佐

野 市 、 鹿 野 市 、 鹿

沼 市 、 日 沼 市 、 日

光 市 、 小 光 市 、 小

山 市 、 真 山 市 、 真

岡 市 、 大 岡 市 、 大

田 原 市 、 田 原 市

矢 板 市 、 、

那 須 塩 原 那 須 塩 原

市 、 さ く 市 、 さ く

ら 市 、 下 ら 市 、 下

野 市 、 高 野 市 、 高

根 沢 町 及 根 沢 町 及

び 那 須 町 び 那 須 町

を 除 を 除

く 。 ） く 。 ）

三 十 五 の 二 栃 木 県 景 観 条 例 真 岡 市 、 三 十 五 の 二 栃 木 県 景 観 条 例 真 岡 市 、

（ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 大 田 原 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 大 田 原

例 」 と い う 。 ） 及 び 条 例 の 施 市 、 矢 板 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 例 の 施 市

行 の た め の 規 則 に 基 づ く 事 務 市 及 び 下 行 の た め の 規 則 に 基 づ く 事 務 及 び 下

の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 野 市 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 野 市) ) ) )

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略( ( ( (

三 十 五 の 三 ～ 三 十 七 の 二 略 三 十 五 の 三 ～ 三 十 七 の 二 略

三 十 八 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 略 三 十 八 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 略

動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る

法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 九 十 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 九 十

一 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 一 号 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、

「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 同 法 第 十 七 条 第 一 項 、 第 十 八

務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 条 第 一 項 及 び 第 二 十 三 条 第 一)
一 法 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 項 の 規 定 に よ る 認 定 の 申 請 の(

に よ る 認 定 の 申 請 の 受 理 等 受 理 等)
二 法 第 十 八 条 第 一 項 の 規 定(

に よ る 認 定 の 申 請 の 受 理 等)
三 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項(

の 規 定 に よ る 認 定 の 申 請 の 0
0

受 理 等)
四 法 第 二 十 三 条 第 一 項 の 規(

定 に よ る 認 定 の 申 請 の 受 理

等

三 十 八 の 二 ・ 三 十 九 略 三 十 八 の 二 ・ 三 十 九 略

四 十 国 土 交 通 省 所 管 の 国 有 財 略 四 十 国 土 交 通 省 所 管 の 国 有 財 略

産 （ 河 川 法 （ 昭 和 三 十 九 年 法 産 （ 河 川 法 （ 昭 和 三 十 九 年 法

律 第 百 六 十 七 号 ） 第 百 条 第 一 律 第 百 六 十 七 号 ） 第 百 条 第 一

項 に 規 定 す る 準 用 河 川 の 用 に 項 に 規 定 す る 準 用 河 川 の 用 に

供 さ れ て い る も の 及 び 道 路 法 供 さ れ て い る も の 及 び 道 路 法

（ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十

号 ） 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 号 ） 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る

市 町 村 道 の 用 に 供 さ れ て い る 市 町 村 道 の 用 に 供 さ れ て い る

も の （ 同 法 第 九 十 二 条 第 一 項 も の （ 同 法 第 九 十 二 条 第 一 項

の 規 定 に よ り 不 用 物 件 と な っ の 規 定 に よ り 不 用 物 件 と な っ

た も の を 含 む 。 ） で 、 県 が 管 た も の を 含 む 。 ） で 、 県 が 管

理 す る も の に 限 る 。 ） に 係 る 理 す る も の に 限 る 。 ） に 係 る

事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の) )

一 土 地 改 良 法 （ 昭 和 二 十 四 一 土 地 改 良 法 （ 昭 和 二 十 四( (

年 法 律 第 百 九 十 五 号 。 以 下 年 法 律 第 百 九 十 五 号

こ の 項 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） 第 五 条 第 六 項 ） 第 五 条 第 六 項 （ 同 法

第 四 十 八 条 第 九 項 （ 同 法 第

八 十 四 条 に お い て 準 用 す る

場 合 を 含 む 。 ） 、 第 八 十 四

条 、 第 八 十 五 条 第 五 項 、 第

八 十 五 条 の 二 第 五 項 、 第 八

十 五 条 の 三 第 四 項 及 び 第 十

項 、 第 八 十 七 条 の 二 第 十

項 、 第 八 十 七 条 の 三 第 六

項 、 第 九 十 六 条 の 二 第 七 項

並 び に 第 九 十 六 条 の 三 第 五

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を

の 規 定 に よ る 承 認 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 承 認)
二 法 第 四 十 八 条 第 九 項 に お(

い て 準 用 す る 法 第 五 条 第 六

項 の 規 定 に よ る 承 認)
三 法 第 八 十 四 条 に お い て 準(

用 す る 法 第 五 条 第 六 項 の 規

定 に よ る 承 認)
四 法 第 八 十 四 条 に お い て 準(

用 す る 法 第 四 十 八 条 第 九 項

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
五 法 第 八 十 五 条 第 五 項 に お(

い て 準 用 す る 法 第 五 条 第 六

項 の 規 定 に よ る 承 認
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)
六 法 第 八 十 五 条 の 二 第 五 項(

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条0
0

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
七 法 第 八 十 五 条 の 三 第 四 項(

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
八 法 第 八 十 五 条 の 三 第 十 項(

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
九 法 第 八 十 七 条 の 二 第 十 項(

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
十 法 第 八 十 七 条 の 三 第 七 項(

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
十 一 法 第 八 十 八 条 第 六 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 五 条 第

六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
十 二 法 第 八 十 八 条 第 十 八 項(

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
十 三 法 第 九 十 六 条 の 二 第 七(

項 に お い て 準 用 す る 法 第 五

条 第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
十 四 法 第 九 十 六 条 の 三 第 五(

項 に お い て 準 用 す る 法 第 五

条 第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認) ) ) )

十 五 ～ 二 十 略 二 ～ 七 略( ( ( (

四 十 一 ・ 四 十 二 略 四 十 一 ・ 四 十 二 略

別 表 第 二 （ 第 二 条 関 係 ） 別 表 第 二 （ 第 二 条 関 係 ）

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

五 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 号 。 五 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 号 。

以 下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い う 。 ） 、 医 以 下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い う 。 ） 、 医

療 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 三 年 政 令 第 三 百 二 十 療 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 三 年 政 令 第 三 百 二 十

六 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 政 令 」 と い 六 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 政 令 」 と い

う 。 ） 、 医 療 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 う 。 ）

生 省 令 第 五 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 省

令 」 と い う 。 ） 及 び 法 の 施 行 の た め の 規 則 及 び 法 の 施 行 の た め の 規 則

に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の) ) ) )

一 ～ 七 略 一 ～ 七 略( ( ( () )

八 法 第 十 八 条 た だ 八 法 第 十 六 条 た だ し 書 及 び 第 十 八 条 た だ( (

し 書 の 規 定 に よ る 許 可 し 書 の 規 定 に よ る 許 可) ) ) )

九 ～ 二 十 三 略 九 ～ 二 十 三 略( ) ( ))
二 十 四 省 令 第 九 条 の 十 五 の 二 の 規 定 に よ)

)
三 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項(

の 規 定 に よ る 認 定 の 申 請 の 0
0

受 理 等)
四 法 第 二 十 三 条 第 一 項 の 規(

定 に よ る 認 定 の 申 請 の 受 理

等

三 十 八 の 二 ・ 三 十 九 略 三 十 八 の 二 ・ 三 十 九 略

四 十 国 土 交 通 省 所 管 の 国 有 財 略 四 十 国 土 交 通 省 所 管 の 国 有 財 略

産 （ 河 川 法 （ 昭 和 三 十 九 年 法 産 （ 河 川 法 （ 昭 和 三 十 九 年 法

律 第 百 六 十 七 号 ） 第 百 条 第 一 律 第 百 六 十 七 号 ） 第 百 条 第 一

項 に 規 定 す る 準 用 河 川 の 用 に 項 に 規 定 す る 準 用 河 川 の 用 に

供 さ れ て い る も の 及 び 道 路 法 供 さ れ て い る も の 及 び 道 路 法

（ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十

号 ） 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 号 ） 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る

市 町 村 道 の 用 に 供 さ れ て い る 市 町 村 道 の 用 に 供 さ れ て い る

も の （ 同 法 第 九 十 二 条 第 一 項 も の （ 同 法 第 九 十 二 条 第 一 項

の 規 定 に よ り 不 用 物 件 と な っ の 規 定 に よ り 不 用 物 件 と な っ

た も の を 含 む 。 ） で 、 県 が 管 た も の を 含 む 。 ） で 、 県 が 管

理 す る も の に 限 る 。 ） に 係 る 理 す る も の に 限 る 。 ） に 係 る

事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の) )

一 土 地 改 良 法 （ 昭 和 二 十 四 一 土 地 改 良 法 （ 昭 和 二 十 四( (

年 法 律 第 百 九 十 五 号 。 以 下 年 法 律 第 百 九 十 五 号

こ の 項 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） 第 五 条 第 六 項 ） 第 五 条 第 六 項 （ 同 法

第 四 十 八 条 第 九 項 （ 同 法 第

八 十 四 条 に お い て 準 用 す る

場 合 を 含 む 。 ） 、 第 八 十 四

条 、 第 八 十 五 条 第 五 項 、 第

八 十 五 条 の 二 第 五 項 、 第 八

十 五 条 の 三 第 四 項 及 び 第 十

項 、 第 八 十 七 条 の 二 第 十

項 、 第 八 十 七 条 の 三 第 六

項 、 第 九 十 六 条 の 二 第 七 項

並 び に 第 九 十 六 条 の 三 第 五

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を

の 規 定 に よ る 承 認 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 承 認)
二 法 第 四 十 八 条 第 九 項 に お(

い て 準 用 す る 法 第 五 条 第 六

項 の 規 定 に よ る 承 認)
三 法 第 八 十 四 条 に お い て 準(

用 す る 法 第 五 条 第 六 項 の 規

定 に よ る 承 認)
四 法 第 八 十 四 条 に お い て 準(

用 す る 法 第 四 十 八 条 第 九 項

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
五 法 第 八 十 五 条 第 五 項 に お(

い て 準 用 す る 法 第 五 条 第 六

項 の 規 定 に よ る 承 認
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る 認 定

0
0

五 の 二 ～ 三 十 一 略 五 の 二 ～ 三 十 一 略

附 則

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に

定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

一 別 表 第 一 の 三 十 八 の 項 の 改 正 規 定 公 布 の 日

二 別 表 第 一 の 四 十 の 項 の 改 正 規 定 、 別 表 第 二 の 五 の 項 の 改 正 規 定 及 び 次 項 の 規 定 令 和 二 年 一

月 一 日

２ こ の 条 例 （ 前 項 第 二 号 に 掲 げ る 規 定 に あ っ て は 、 当 該 規 定 。 以 下 同 じ 。 ） の 施 行 の 日 （ 以 下

「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 改 正 後 の 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例

（ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 別 表 第 一 の 上 欄 及 び 別 表 第 二 に 掲 げ る 事 務 に 係 る そ れ ぞ れ の 法 令 、

条 例 又 は 規 則 （ 以 下 「 法 令 等 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 知 事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 で こ の 条 例

の 施 行 の 際 現 に そ の 効 力 を 有 す る も の 又 は 施 行 日 前 に 法 令 等 の 規 定 に よ り 知 事 に 対 し て な さ れ た

申 請 そ の 他 の 行 為 で 、 施 行 日 以 後 に お い て は 、 新 条 例 別 表 第 一 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に あ っ て は 同

表 の 下 欄 に 掲 げ る 市 町 村 の 長 、 新 条 例 別 表 第 二 に 掲 げ る 事 務 に あ っ て は 宇 都 宮 市 長 が 管 理 し 、 及

び 執 行 す る こ と と な る 事 務 に 係 る も の は 、 施 行 日 以 後 に お け る 法 令 等 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 市

町 村 長 の し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は 当 該 市 町 村 長 に 対 し て な さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 と み な す 。

（ 行 政 改 革 推 進 室 ）

)
六 法 第 八 十 五 条 の 二 第 五 項(

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条0
0

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
七 法 第 八 十 五 条 の 三 第 四 項(

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
八 法 第 八 十 五 条 の 三 第 十 項(

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
九 法 第 八 十 七 条 の 二 第 十 項(

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
十 法 第 八 十 七 条 の 三 第 七 項(

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
十 一 法 第 八 十 八 条 第 六 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 五 条 第

六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
十 二 法 第 八 十 八 条 第 十 八 項(

に お い て 準 用 す る 法 第 五 条

第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
十 三 法 第 九 十 六 条 の 二 第 七(

項 に お い て 準 用 す る 法 第 五

条 第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認)
十 四 法 第 九 十 六 条 の 三 第 五(

項 に お い て 準 用 す る 法 第 五

条 第 六 項 の 規 定 に よ る 承 認) ) ) )

十 五 ～ 二 十 略 二 ～ 七 略( ( ( (

四 十 一 ・ 四 十 二 略 四 十 一 ・ 四 十 二 略

別 表 第 二 （ 第 二 条 関 係 ） 別 表 第 二 （ 第 二 条 関 係 ）

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

五 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 号 。 五 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 号 。

以 下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い う 。 ） 、 医 以 下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い う 。 ） 、 医

療 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 三 年 政 令 第 三 百 二 十 療 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 三 年 政 令 第 三 百 二 十

六 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 政 令 」 と い 六 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 政 令 」 と い

う 。 ） 、 医 療 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 う 。 ）

生 省 令 第 五 十 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 省

令 」 と い う 。 ） 及 び 法 の 施 行 の た め の 規 則 及 び 法 の 施 行 の た め の 規 則

に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の) ) ) )

一 ～ 七 略 一 ～ 七 略( ( ( () )

八 法 第 十 八 条 た だ 八 法 第 十 六 条 た だ し 書 及 び 第 十 八 条 た だ( (

し 書 の 規 定 に よ る 許 可 し 書 の 規 定 に よ る 許 可) ) ) )

九 ～ 二 十 三 略 九 ～ 二 十 三 略( ) ( ))
二 十 四 省 令 第 九 条 の 十 五 の 二 の 規 定 に よ)

る 認 定

0
0

五 の 二 ～ 三 十 一 略 五 の 二 ～ 三 十 一 略

附 則

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に

定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

一 別 表 第 一 の 三 十 八 の 項 の 改 正 規 定 公 布 の 日

二 別 表 第 一 の 四 十 の 項 の 改 正 規 定 、 別 表 第 二 の 五 の 項 の 改 正 規 定 及 び 次 項 の 規 定 令 和 二 年 一

月 一 日

２ こ の 条 例 （ 前 項 第 二 号 に 掲 げ る 規 定 に あ っ て は 、 当 該 規 定 。 以 下 同 じ 。 ） の 施 行 の 日 （ 以 下

「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 改 正 後 の 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例

（ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 別 表 第 一 の 上 欄 及 び 別 表 第 二 に 掲 げ る 事 務 に 係 る そ れ ぞ れ の 法 令 、

条 例 又 は 規 則 （ 以 下 「 法 令 等 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 知 事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 で こ の 条 例

の 施 行 の 際 現 に そ の 効 力 を 有 す る も の 又 は 施 行 日 前 に 法 令 等 の 規 定 に よ り 知 事 に 対 し て な さ れ た

申 請 そ の 他 の 行 為 で 、 施 行 日 以 後 に お い て は 、 新 条 例 別 表 第 一 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に あ っ て は 同

表 の 下 欄 に 掲 げ る 市 町 村 の 長 、 新 条 例 別 表 第 二 に 掲 げ る 事 務 に あ っ て は 宇 都 宮 市 長 が 管 理 し 、 及

び 執 行 す る こ と と な る 事 務 に 係 る も の は 、 施 行 日 以 後 に お け る 法 令 等 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 市

町 村 長 の し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は 当 該 市 町 村 長 に 対 し て な さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 と み な す 。

（ 行 政 改 革 推 進 室 ）
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0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 及 び 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

略 略

備 考 備 考

一 こ の 表 中 「 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ り 受 一 こ の 表 中 「 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ り 受

験 願 書 を 提 出 す る 場 合 」 と は 、 情 報 通 信 験 願 書 を 提 出 す る 場 合 」 と は 、 行 政 手 続

技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す

律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ）

第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す

る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 受 験 願 書 る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 受 験 願 書

を 提 出 す る 場 合 を い い 、 そ の 他 の 用 語 の を 提 出 す る 場 合 を い い 、 そ の 他 の 用 語 の

意 義 及 び 字 句 の 意 味 は 、 そ れ ぞ れ 上 欄 に 意 義 及 び 字 句 の 意 味 は 、 そ れ ぞ れ 上 欄 に

規 定 す る 法 令 又 は 条 例 に お け る 用 語 の 意 規 定 す る 法 令 又 は 条 例 に お け る 用 語 の 意

義 及 び 字 句 の 意 味 に よ る も の と す る 。 義 及 び 字 句 の 意 味 に よ る も の と す る 。

二 略 二 略

（ 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 県 税 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 種 別 割 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ） （ 種 別 割 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ）

第 百 十 一 条 種 別 割 の 納 税 義 務 者 が 情 報 通 信 技 第 百 十 一 条 種 別 割 の 納 税 義 務 者 が 行 政 手 続 等

術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律

（ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 六 条 第 一 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 三 条 第 一

項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定

に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使

用 し て 新 規 登 録 の 申 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 用 し て 新 規 登 録 の 申 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県

行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に

関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ）

第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請

等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処

る 認 定

0
0

五 の 二 ～ 三 十 一 略 五 の 二 ～ 三 十 一 略

附 則

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に

定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

一 別 表 第 一 の 三 十 八 の 項 の 改 正 規 定 公 布 の 日

二 別 表 第 一 の 四 十 の 項 の 改 正 規 定 、 別 表 第 二 の 五 の 項 の 改 正 規 定 及 び 次 項 の 規 定 令 和 二 年 一

月 一 日

２ こ の 条 例 （ 前 項 第 二 号 に 掲 げ る 規 定 に あ っ て は 、 当 該 規 定 。 以 下 同 じ 。 ） の 施 行 の 日 （ 以 下

「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 改 正 後 の 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例

（ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 別 表 第 一 の 上 欄 及 び 別 表 第 二 に 掲 げ る 事 務 に 係 る そ れ ぞ れ の 法 令 、

条 例 又 は 規 則 （ 以 下 「 法 令 等 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 知 事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 で こ の 条 例

の 施 行 の 際 現 に そ の 効 力 を 有 す る も の 又 は 施 行 日 前 に 法 令 等 の 規 定 に よ り 知 事 に 対 し て な さ れ た

申 請 そ の 他 の 行 為 で 、 施 行 日 以 後 に お い て は 、 新 条 例 別 表 第 一 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に あ っ て は 同

表 の 下 欄 に 掲 げ る 市 町 村 の 長 、 新 条 例 別 表 第 二 に 掲 げ る 事 務 に あ っ て は 宇 都 宮 市 長 が 管 理 し 、 及

び 執 行 す る こ と と な る 事 務 に 係 る も の は 、 施 行 日 以 後 に お け る 法 令 等 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 市

町 村 長 の し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は 当 該 市 町 村 長 に 対 し て な さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 と み な す 。

（ 行 政 改 革 推 進 室 ）

0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 及 び 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

略 略

備 考 備 考

一 こ の 表 中 「 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ り 受 一 こ の 表 中 「 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ り 受

験 願 書 を 提 出 す る 場 合 」 と は 、 情 報 通 信 験 願 書 を 提 出 す る 場 合 」 と は 、 行 政 手 続

技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す

律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ）

第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す

る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 受 験 願 書 る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 受 験 願 書

を 提 出 す る 場 合 を い い 、 そ の 他 の 用 語 の を 提 出 す る 場 合 を い い 、 そ の 他 の 用 語 の

意 義 及 び 字 句 の 意 味 は 、 そ れ ぞ れ 上 欄 に 意 義 及 び 字 句 の 意 味 は 、 そ れ ぞ れ 上 欄 に

規 定 す る 法 令 又 は 条 例 に お け る 用 語 の 意 規 定 す る 法 令 又 は 条 例 に お け る 用 語 の 意

義 及 び 字 句 の 意 味 に よ る も の と す る 。 義 及 び 字 句 の 意 味 に よ る も の と す る 。

二 略 二 略

（ 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 県 税 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 種 別 割 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ） （ 種 別 割 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ）

第 百 十 一 条 種 別 割 の 納 税 義 務 者 が 情 報 通 信 技 第 百 十 一 条 種 別 割 の 納 税 義 務 者 が 行 政 手 続 等

術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律

（ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 六 条 第 一 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 三 条 第 一

項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定

に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使

用 し て 新 規 登 録 の 申 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 用 し て 新 規 登 録 の 申 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県

行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に

関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ）

第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請

等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処

0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 及 び 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

略 略

備 考 備 考

一 こ の 表 中 「 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ り 受 一 こ の 表 中 「 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ り 受

験 願 書 を 提 出 す る 場 合 」 と は 、 情 報 通 信 験 願 書 を 提 出 す る 場 合 」 と は 、 行 政 手 続

技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す

律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ）

第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す

る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 受 験 願 書 る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 受 験 願 書

を 提 出 す る 場 合 を い い 、 そ の 他 の 用 語 の を 提 出 す る 場 合 を い い 、 そ の 他 の 用 語 の

意 義 及 び 字 句 の 意 味 は 、 そ れ ぞ れ 上 欄 に 意 義 及 び 字 句 の 意 味 は 、 そ れ ぞ れ 上 欄 に

規 定 す る 法 令 又 は 条 例 に お け る 用 語 の 意 規 定 す る 法 令 又 は 条 例 に お け る 用 語 の 意

義 及 び 字 句 の 意 味 に よ る も の と す る 。 義 及 び 字 句 の 意 味 に よ る も の と す る 。

二 略 二 略

（ 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 県 税 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 種 別 割 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ） （ 種 別 割 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ）

第 百 十 一 条 種 別 割 の 納 税 義 務 者 が 情 報 通 信 技 第 百 十 一 条 種 別 割 の 納 税 義 務 者 が 行 政 手 続 等

術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律

（ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 六 条 第 一 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 三 条 第 一

項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定

に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使

用 し て 新 規 登 録 の 申 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 用 し て 新 規 登 録 の 申 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県

行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に

関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ）

第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請

等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処

0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 及 び 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

略 略

備 考 備 考

一 こ の 表 中 「 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ り 受 一 こ の 表 中 「 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ り 受

験 願 書 を 提 出 す る 場 合 」 と は 、 情 報 通 信 験 願 書 を 提 出 す る 場 合 」 と は 、 行 政 手 続

技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す

律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ）

第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す

る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 受 験 願 書 る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 受 験 願 書

を 提 出 す る 場 合 を い い 、 そ の 他 の 用 語 の を 提 出 す る 場 合 を い い 、 そ の 他 の 用 語 の

意 義 及 び 字 句 の 意 味 は 、 そ れ ぞ れ 上 欄 に 意 義 及 び 字 句 の 意 味 は 、 そ れ ぞ れ 上 欄 に

規 定 す る 法 令 又 は 条 例 に お け る 用 語 の 意 規 定 す る 法 令 又 は 条 例 に お け る 用 語 の 意

義 及 び 字 句 の 意 味 に よ る も の と す る 。 義 及 び 字 句 の 意 味 に よ る も の と す る 。

二 略 二 略

（ 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 県 税 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 種 別 割 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ） （ 種 別 割 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ）

第 百 十 一 条 種 別 割 の 納 税 義 務 者 が 情 報 通 信 技 第 百 十 一 条 種 別 割 の 納 税 義 務 者 が 行 政 手 続 等

術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律

（ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 六 条 第 一 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 三 条 第 一

項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定

に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使

用 し て 新 規 登 録 の 申 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 用 し て 新 規 登 録 の 申 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県

行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に

関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ）

第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請

等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処
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栃 木 県 条 例 第 二 十 一 号

栃 木 県 総 合 文 化 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 総 合 文 化 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 三 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別表第１（第９条関係） 別表第１（第９条関係）
１ホル会議室等 １ホル会議室等ー 、 ー 、

略 略

備考 備考

１３略 １３略～ ～

４やむを得ない理由により利用時間区分４やむを得ない理由により利用時間区分

以外の時間（２以上の利用時間区分にわ 以外の時間（２以上の利用時間区分にわ

たって利用する場合の当該２以上の利用 たって利用する場合の当該２以上の利用

時間区分の間の利用時間区分以外の時間 時間区分の間の利用時間区分以外の時間

を除く）に利用する場合の利用料金の を除く）に利用する場合の利用料金の。 。

基準額は30分につき39,000円を超えな 基準額は30分につき14,800円を超えな、 、

い範囲内で知事が別に定める額とする い範囲内で知事が別に定める額とする。 。

５略 ５略

２ギャラリ ２ギャラリー ー

略 略

備考 備考

１略 １略

２やむを得ない理由により午前９時前又２やむを得ない理由により午前９時前又

は午後７時後に利用する場合の利用料金 は午後７時後に利用する場合の利用料金

の基準額は30分につきこの表に定める の基準額は30分につき入場料を徴収し、 、

額 に100分の ない場合の利用料金の基準額に100分の

６を乗じて得た額とするこの場合にお ６を乗じて得た額とするこの場合にお。 。

いてその額に10円未満の端数があると いてその額に10円未満の端数があると、 、

きは当該端数を切り捨てるものとす きは当該端数を切り捨てるものとす、 、

る る。 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 県 民 文 化 課 ）

理 組 織 を 使 用 し て 第 百 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 理 組 織 を 使 用 し て 第 百 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に

よ る 申 告 書 の 提 出 を 行 う 場 合 に は 、 前 条 第 二 よ る 申 告 書 の 提 出 を 行 う 場 合 に は 、 前 条 第 二0
0

項 及 び 第 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 納 税 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 納 税

義 務 者 が 当 該 登 録 の 申 請 を し た 際 に 、 当 該 登 義 務 者 が 当 該 登 録 の 申 請 を し た 際 に 、 当 該 登

録 の 申 請 に 係 る 自 動 車 に 対 し て 課 す る 種 別 割 録 の 申 請 に 係 る 自 動 車 に 対 し て 課 す る 種 別 割

を 法 施 行 規 則 第 九 条 の 十 六 に 規 定 す る 方 法 に を 法 施 行 規 則 第 九 条 の 十 六 に 規 定 す る 方 法 に

よ り 徴 収 す る こ と が で き る 。 よ り 徴 収 す る こ と が で き る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 情 報 通 信 技 術 の 活 用 に よ る 行 政 手 続 等 に 係 る 関 係 者 の 利 便 性 の 向 上 並 び に 行 政 運 営

の 簡 素 化 及 び 効 率 化 を 図 る た め の 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律 等 の 一 部

を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 元 年 法 律 第 十 六 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 文 書 学 事 課 ）

0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 及 び 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

略 略

備 考 備 考

一 こ の 表 中 「 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ り 受 一 こ の 表 中 「 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ り 受

験 願 書 を 提 出 す る 場 合 」 と は 、 情 報 通 信 験 願 書 を 提 出 す る 場 合 」 と は 、 行 政 手 続

技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す

律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ）

第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す

る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 受 験 願 書 る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 受 験 願 書

を 提 出 す る 場 合 を い い 、 そ の 他 の 用 語 の を 提 出 す る 場 合 を い い 、 そ の 他 の 用 語 の

意 義 及 び 字 句 の 意 味 は 、 そ れ ぞ れ 上 欄 に 意 義 及 び 字 句 の 意 味 は 、 そ れ ぞ れ 上 欄 に

規 定 す る 法 令 又 は 条 例 に お け る 用 語 の 意 規 定 す る 法 令 又 は 条 例 に お け る 用 語 の 意

義 及 び 字 句 の 意 味 に よ る も の と す る 。 義 及 び 字 句 の 意 味 に よ る も の と す る 。

二 略 二 略

（ 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 県 税 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 種 別 割 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ） （ 種 別 割 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ）

第 百 十 一 条 種 別 割 の 納 税 義 務 者 が 情 報 通 信 技 第 百 十 一 条 種 別 割 の 納 税 義 務 者 が 行 政 手 続 等

術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律

（ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 六 条 第 一 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 三 条 第 一

項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定

に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使

用 し て 新 規 登 録 の 申 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 用 し て 新 規 登 録 の 申 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県

行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に

関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ）

第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請

等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処

理 組 織 を 使 用 し て 第 百 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 理 組 織 を 使 用 し て 第 百 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に

よ る 申 告 書 の 提 出 を 行 う 場 合 に は 、 前 条 第 二 よ る 申 告 書 の 提 出 を 行 う 場 合 に は 、 前 条 第 二0
0

項 及 び 第 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 納 税 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 納 税

義 務 者 が 当 該 登 録 の 申 請 を し た 際 に 、 当 該 登 義 務 者 が 当 該 登 録 の 申 請 を し た 際 に 、 当 該 登

録 の 申 請 に 係 る 自 動 車 に 対 し て 課 す る 種 別 割 録 の 申 請 に 係 る 自 動 車 に 対 し て 課 す る 種 別 割

を 法 施 行 規 則 第 九 条 の 十 六 に 規 定 す る 方 法 に を 法 施 行 規 則 第 九 条 の 十 六 に 規 定 す る 方 法 に

よ り 徴 収 す る こ と が で き る 。 よ り 徴 収 す る こ と が で き る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 情 報 通 信 技 術 の 活 用 に よ る 行 政 手 続 等 に 係 る 関 係 者 の 利 便 性 の 向 上 並 び に 行 政 運 営

の 簡 素 化 及 び 効 率 化 を 図 る た め の 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律 等 の 一 部

を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 元 年 法 律 第 十 六 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 文 書 学 事 課 ）

栃 木 県 条 例 第 二 十 一 号

栃 木 県 総 合 文 化 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 総 合 文 化 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 三 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別表第１（第９条関係） 別表第１（第９条関係）
１ホル会議室等 １ホル会議室等ー 、 ー 、

略 略

備考 備考

１３略 １３略～ ～

４やむを得ない理由により利用時間区分４やむを得ない理由により利用時間区分

以外の時間（２以上の利用時間区分にわ 以外の時間（２以上の利用時間区分にわ

たって利用する場合の当該２以上の利用 たって利用する場合の当該２以上の利用

時間区分の間の利用時間区分以外の時間 時間区分の間の利用時間区分以外の時間

を除く）に利用する場合の利用料金の を除く）に利用する場合の利用料金の。 。

基準額は30分につき39,000円を超えな 基準額は30分につき14,800円を超えな、 、

い範囲内で知事が別に定める額とする い範囲内で知事が別に定める額とする。 。

５略 ５略

２ギャラリ ２ギャラリー ー

略 略

備考 備考

１略 １略

２やむを得ない理由により午前９時前又２やむを得ない理由により午前９時前又

は午後７時後に利用する場合の利用料金 は午後７時後に利用する場合の利用料金

の基準額は30分につきこの表に定める の基準額は30分につき入場料を徴収し、 、

額 に100分の ない場合の利用料金の基準額に100分の

６を乗じて得た額とするこの場合にお ６を乗じて得た額とするこの場合にお。 。

いてその額に10円未満の端数があると いてその額に10円未満の端数があると、 、

きは当該端数を切り捨てるものとす きは当該端数を切り捨てるものとす、 、

る る。 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 県 民 文 化 課 ）
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0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 二 号

栃 木 県 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り 推 進 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る 社 会 の 実 現 は 、 栃 木 安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る 社 会 の 実 現 は 、 栃 木

県 が 未 来 に 向 か っ て 発 展 し て い く た め に 欠 く こ 県 が 未 来 に 向 か っ て 発 展 し て い く た め に 欠 く こ

と の で き な い 基 盤 で あ り 、 私 た ち す べ て の 願 い と の で き な い 基 盤 で あ り 、 私 た ち す べ て の 願 い

で あ る 。 で あ る 。

私 た ち は 、 こ れ ま で 、 ふ る さ と 栃 木 の 豊 か な 私 た ち は 、 こ れ ま で 、 ふ る さ と 栃 木 の 豊 か な

自 然 の 恵 み の 中 、 県 民 の た ゆ ま ぬ 努 力 に よ り 、 自 然 の 恵 み の 中 、 県 民 の た ゆ ま ぬ 努 力 に よ り 、

活 力 あ る 産 業 と 多 彩 な 文 化 を は ぐ く み な が ら 発 活 力 あ る 産 業 と 多 彩 な 文 化 を は ぐ く み な が ら 発

展 し て き た 。 展 し て き た 。

し か し な が ら 、 近 年 、 都 市 化 、 国 際 化 及 び 情 し か し な が ら 、 近 年 、 都 市 化 、 国 際 化 及 び 情

報 化 の 進 展 な ど に 伴 う 社 会 情 勢 の 変 化 や 社 会 的 報 化 の 進 展 な ど に 伴 う 社 会 情 勢 の 変 化 や 社 会 的

な 規 範 意 識 の 低 下 な ど を 背 景 と し て 、 日 常 生 活 な 規 範 意 識 の 低 下 な ど を 背 景 と し て 、 日 常 生 活

が 営 ま れ る 身 近 な 場 所 で の 犯 罪 が 増 加 し 、 次 代 が 営 ま れ る 身 近 な 場 所 で の 犯 罪 が 増 加 し

の 社 会 を 担 う 児 童 等 が 犯 罪 に 巻 き 込 ま れ る な

ど 、 私 た ち の 暮 ら し を 脅 か す に 至 っ て い る 。 、 私 た ち の 暮 ら し を 脅 か す に 至 っ て い る 。

こ の よ う な 犯 罪 を 防 止 す る た め に は 、 県 民 一 こ の よ う な 犯 罪 を 防 止 す る た め に は 、 県 民 一

人 ひ と り が 自 ら の 防 犯 意 識 を 高 め て 犯 罪 に 遭 わ 人 ひ と り が 自 ら の 防 犯 意 識 を 高 め て 犯 罪 に 遭 わ

な い よ う に 心 が け 、 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り の な い よ う に 心 が け る と と も に

担 い 手 で あ る こ と を 自 覚 す る と と も に 、 日 常 生

活 に お い て 児 童 等 を 見 守 る な ど 、 人 と 人 と の き 、 人 と 人 と の き

ず な を 大 切 に し て 、 支 え 合 い 、 助 け 合 う こ と の ず な を 大 切 に し て 、 支 え 合 い 、 助 け 合 う こ と の

で き る 家 庭 と 地 域 社 会 を 築 い て い く こ と が 重 要 で き る 家 庭 と 地 域 社 会 を 築 い て い く こ と が 重 要

で あ る 。 で あ る 。

こ こ に 、 私 た ち は 、 住 む 人 に と っ て も 、 訪 れ こ こ に 、 私 た ち は 、 住 む 人 に と っ て も 、 訪 れ

る 人 に と っ て も 、 安 全 で 安 心 な 栃 木 県 の 実 現 を る 人 に と っ て も 、 安 全 で 安 心 な 栃 木 県 の 実 現 を

目 指 し 、 県 民 の 総 意 と し て 安 全 で 安 心 な ま ち づ 目 指 し 、 県 民 の 総 意 と し て 安 全 で 安 心 な ま ち づ

く り の 推 進 に 取 り 組 ん で い く こ と を 決 意 し 、 こ く り の 推 進 に 取 り 組 ん で い く こ と を 決 意 し 、 こ

の 条 例 を 制 定 す る 。 の 条 例 を 制 定 す る 。

第 十 四 条 略 第 十 四 条 略

（ 児 童 等 の 日 常 生 活 に お け る 安 全 の 確 保 ）

第 十 五 条 県 民 等 は 、 児 童 等 の 日 常 生 活 に お け

る 安 全 を 確 保 す る た め 、 地 域 に お い て 、 児 童

等 を 見 守 る こ と そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る

よ う に 努 め る も の と す る 。

２ 地 域 に お け る 犯 罪 の 防 止 に 関 す る 自 主 的 な

活 動 を 行 う 県 民 等 は 、 児 童 等 の 日 常 生 活 に お0
0

け る 安 全 を 確 保 す る た め 、 地 域 住 民 と 連 携 し

て 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 犯 罪 の 防 止 の た め の

自 主 的 な 活 動 の 推 進 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講

ず る よ う に 努 め る も の と す る 。

３ 児 童 等 の 保 護 者 は 、 そ の 監 護 に 係 る 児 童 等

の 日 常 生 活 に お け る 安 全 を 確 保 す る た め 、 必

要 な 監 護 を す る も の と す る 。

第 十 六 条 ～ 第 二 十 三 条 略 第 十 五 条 ～ 第 二 十 二 条 略

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ く ら し 安 全 安 心 課 ）

栃 木 県 条 例 第 二 十 一 号

栃 木 県 総 合 文 化 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 総 合 文 化 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 三 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別表第１（第９条関係） 別表第１（第９条関係）

１ホル会議室等 １ホル会議室等ー 、 ー 、

略 略

備考 備考

１３略 １３略～ ～

４やむを得ない理由により利用時間区分４やむを得ない理由により利用時間区分

以外の時間（２以上の利用時間区分にわ 以外の時間（２以上の利用時間区分にわ

たって利用する場合の当該２以上の利用 たって利用する場合の当該２以上の利用

時間区分の間の利用時間区分以外の時間 時間区分の間の利用時間区分以外の時間

を除く）に利用する場合の利用料金の を除く）に利用する場合の利用料金の。 。

基準額は30分につき39,000円を超えな 基準額は30分につき14,800円を超えな、 、

い範囲内で知事が別に定める額とする い範囲内で知事が別に定める額とする。 。

５略 ５略

２ギャラリ ２ギャラリー ー

略 略

備考 備考

１略 １略

２やむを得ない理由により午前９時前又２やむを得ない理由により午前９時前又

は午後７時後に利用する場合の利用料金 は午後７時後に利用する場合の利用料金

の基準額は30分につきこの表に定める の基準額は30分につき入場料を徴収し、 、

額 に100分の ない場合の利用料金の基準額に100分の

６を乗じて得た額とするこの場合にお ６を乗じて得た額とするこの場合にお。 。

いてその額に10円未満の端数があると いてその額に10円未満の端数があると、 、

きは当該端数を切り捨てるものとす きは当該端数を切り捨てるものとす、 、

る る。 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 県 民 文 化 課 ）

0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 二 号

栃 木 県 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り 推 進 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る 社 会 の 実 現 は 、 栃 木 安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る 社 会 の 実 現 は 、 栃 木

県 が 未 来 に 向 か っ て 発 展 し て い く た め に 欠 く こ 県 が 未 来 に 向 か っ て 発 展 し て い く た め に 欠 く こ

と の で き な い 基 盤 で あ り 、 私 た ち す べ て の 願 い と の で き な い 基 盤 で あ り 、 私 た ち す べ て の 願 い

で あ る 。 で あ る 。

私 た ち は 、 こ れ ま で 、 ふ る さ と 栃 木 の 豊 か な 私 た ち は 、 こ れ ま で 、 ふ る さ と 栃 木 の 豊 か な

自 然 の 恵 み の 中 、 県 民 の た ゆ ま ぬ 努 力 に よ り 、 自 然 の 恵 み の 中 、 県 民 の た ゆ ま ぬ 努 力 に よ り 、

活 力 あ る 産 業 と 多 彩 な 文 化 を は ぐ く み な が ら 発 活 力 あ る 産 業 と 多 彩 な 文 化 を は ぐ く み な が ら 発

展 し て き た 。 展 し て き た 。

し か し な が ら 、 近 年 、 都 市 化 、 国 際 化 及 び 情 し か し な が ら 、 近 年 、 都 市 化 、 国 際 化 及 び 情

報 化 の 進 展 な ど に 伴 う 社 会 情 勢 の 変 化 や 社 会 的 報 化 の 進 展 な ど に 伴 う 社 会 情 勢 の 変 化 や 社 会 的

な 規 範 意 識 の 低 下 な ど を 背 景 と し て 、 日 常 生 活 な 規 範 意 識 の 低 下 な ど を 背 景 と し て 、 日 常 生 活

が 営 ま れ る 身 近 な 場 所 で の 犯 罪 が 増 加 し 、 次 代 が 営 ま れ る 身 近 な 場 所 で の 犯 罪 が 増 加 し

の 社 会 を 担 う 児 童 等 が 犯 罪 に 巻 き 込 ま れ る な

ど 、 私 た ち の 暮 ら し を 脅 か す に 至 っ て い る 。 、 私 た ち の 暮 ら し を 脅 か す に 至 っ て い る 。

こ の よ う な 犯 罪 を 防 止 す る た め に は 、 県 民 一 こ の よ う な 犯 罪 を 防 止 す る た め に は 、 県 民 一

人 ひ と り が 自 ら の 防 犯 意 識 を 高 め て 犯 罪 に 遭 わ 人 ひ と り が 自 ら の 防 犯 意 識 を 高 め て 犯 罪 に 遭 わ

な い よ う に 心 が け 、 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り の な い よ う に 心 が け る と と も に

担 い 手 で あ る こ と を 自 覚 す る と と も に 、 日 常 生

活 に お い て 児 童 等 を 見 守 る な ど 、 人 と 人 と の き 、 人 と 人 と の き

ず な を 大 切 に し て 、 支 え 合 い 、 助 け 合 う こ と の ず な を 大 切 に し て 、 支 え 合 い 、 助 け 合 う こ と の

で き る 家 庭 と 地 域 社 会 を 築 い て い く こ と が 重 要 で き る 家 庭 と 地 域 社 会 を 築 い て い く こ と が 重 要

で あ る 。 で あ る 。

こ こ に 、 私 た ち は 、 住 む 人 に と っ て も 、 訪 れ こ こ に 、 私 た ち は 、 住 む 人 に と っ て も 、 訪 れ

る 人 に と っ て も 、 安 全 で 安 心 な 栃 木 県 の 実 現 を る 人 に と っ て も 、 安 全 で 安 心 な 栃 木 県 の 実 現 を

目 指 し 、 県 民 の 総 意 と し て 安 全 で 安 心 な ま ち づ 目 指 し 、 県 民 の 総 意 と し て 安 全 で 安 心 な ま ち づ

く り の 推 進 に 取 り 組 ん で い く こ と を 決 意 し 、 こ く り の 推 進 に 取 り 組 ん で い く こ と を 決 意 し 、 こ

の 条 例 を 制 定 す る 。 の 条 例 を 制 定 す る 。

第 十 四 条 略 第 十 四 条 略

（ 児 童 等 の 日 常 生 活 に お け る 安 全 の 確 保 ）

第 十 五 条 県 民 等 は 、 児 童 等 の 日 常 生 活 に お け

る 安 全 を 確 保 す る た め 、 地 域 に お い て 、 児 童

等 を 見 守 る こ と そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る

よ う に 努 め る も の と す る 。
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２ 地 域 に お け る 犯 罪 の 防 止 に 関 す る 自 主 的 な

活 動 を 行 う 県 民 等 は 、 児 童 等 の 日 常 生 活 に お0
0

け る 安 全 を 確 保 す る た め 、 地 域 住 民 と 連 携 し

て 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 犯 罪 の 防 止 の た め の

自 主 的 な 活 動 の 推 進 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講

ず る よ う に 努 め る も の と す る 。

３ 児 童 等 の 保 護 者 は 、 そ の 監 護 に 係 る 児 童 等

の 日 常 生 活 に お け る 安 全 を 確 保 す る た め 、 必

要 な 監 護 を す る も の と す る 。

第 十 六 条 ～ 第 二 十 三 条 略 第 十 五 条 ～ 第 二 十 二 条 略

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ く ら し 安 全 安 心 課 ）

0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 三 号

都 市 計 画 法 に 基 づ く 開 発 行 為 の 許 可 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

都 市 計 画 法 に 基 づ く 開 発 行 為 の 許 可 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 二 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 都 市 計 画 法 （ 昭 和 四 十 三 第 一 条 こ の 条 例 は 、 都 市 計 画 法 （ 昭 和 四 十 三

年 法 律 第 百 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 三 十 年 法 律 第 百 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ）

三 条 第 三 項 及 び 第 三 十 四 条 第 十 一 号 の 規 定 に 第 三 十 四 条 第 十 一 号 の 規 定 に

基 づ き 、 開 発 行 為 の 許 基 づ き 、 市 街 化 調 整 区 域 に 係 る 開 発 行 為 の 許

可 の 基 準 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す 可 の 基 準 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す

る 。 る 。

（ 技 術 的 細 目 に 定 め ら れ た 制 限 の 緩 和 ）

第 一 条 の 二 都 市 計 画 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 四 年

政 令 第 百 五 十 八 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 第

二 十 五 条 第 六 号 の 技 術 的 細 目 に 定 め ら れ た 制

限 の 緩 和 に つ い て 環 境 の 保 全 、 災 害 の 防 止 及

び 利 便 の 増 進 上 支 障 が な い 区 域 と し て 知 事 が

指 定 す る 市 町 村 （ 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年

法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 五 十 二 条 の 二 十 二 第

一 項 の 中 核 市 及 び 法 第 三 十 三 条 第 六 項 に 規 定

す る 事 務 処 理 市 町 村 を 除 く 。 ） の 区 域 （ 以 下

こ の 条 に お い て 「 指 定 区 域 」 と い う 。 ） 内 に

お い て 行 う 開 発 行 為 に つ い て は 、 同 号 の 技 術

的 細 目 に 定 め ら れ た 制 限 の う ち 、 同 号 に 規 定

す る 開 発 区 域 の 面 積 の 最 低 限 度 は 、 一 ヘ ク

タ ー ル と す る 。

２ 指 定 区 域 の 指 定 は 、 市 町 村 長 の 申 出 に よ り

行 う も の と す る 。

３ 知 事 は 、 指 定 区 域 を 指 定 す る 場 合 に は 、 そ

の 旨 及 び そ の 区 域 を 告 示 し な け れ ば な ら な

い 。

４ 指 定 区 域 の 指 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 告 示

に よ っ て そ の 効 力 を 生 ず る 。

５ 前 三 項 の 規 定 は 、 指 定 区 域 の 指 定 の 解 除 に

つ い て 準 用 す る 。

0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 三 号

都 市 計 画 法 に 基 づ く 開 発 行 為 の 許 可 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

都 市 計 画 法 に 基 づ く 開 発 行 為 の 許 可 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 二 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 都 市 計 画 法 （ 昭 和 四 十 三 第 一 条 こ の 条 例 は 、 都 市 計 画 法 （ 昭 和 四 十 三

年 法 律 第 百 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 三 十 年 法 律 第 百 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ）

三 条 第 三 項 及 び 第 三 十 四 条 第 十 一 号 の 規 定 に 第 三 十 四 条 第 十 一 号 の 規 定 に

基 づ き 、 開 発 行 為 の 許 基 づ き 、 市 街 化 調 整 区 域 に 係 る 開 発 行 為 の 許

可 の 基 準 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す 可 の 基 準 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す

る 。 る 。

（ 技 術 的 細 目 に 定 め ら れ た 制 限 の 緩 和 ）

第 一 条 の 二 都 市 計 画 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 四 年

政 令 第 百 五 十 八 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 第

二 十 五 条 第 六 号 の 技 術 的 細 目 に 定 め ら れ た 制

限 の 緩 和 に つ い て 環 境 の 保 全 、 災 害 の 防 止 及

び 利 便 の 増 進 上 支 障 が な い 区 域 と し て 知 事 が

指 定 す る 市 町 村 （ 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年

法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 五 十 二 条 の 二 十 二 第

一 項 の 中 核 市 及 び 法 第 三 十 三 条 第 六 項 に 規 定

す る 事 務 処 理 市 町 村 を 除 く 。 ） の 区 域 （ 以 下

こ の 条 に お い て 「 指 定 区 域 」 と い う 。 ） 内 に

お い て 行 う 開 発 行 為 に つ い て は 、 同 号 の 技 術

的 細 目 に 定 め ら れ た 制 限 の う ち 、 同 号 に 規 定

す る 開 発 区 域 の 面 積 の 最 低 限 度 は 、 一 ヘ ク

タ ー ル と す る 。

２ 指 定 区 域 の 指 定 は 、 市 町 村 長 の 申 出 に よ り

行 う も の と す る 。

３ 知 事 は 、 指 定 区 域 を 指 定 す る 場 合 に は 、 そ

の 旨 及 び そ の 区 域 を 告 示 し な け れ ば な ら な

い 。

４ 指 定 区 域 の 指 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 告 示

に よ っ て そ の 効 力 を 生 ず る 。

５ 前 三 項 の 規 定 は 、 指 定 区 域 の 指 定 の 解 除 に

つ い て 準 用 す る 。

（ 指 定 区 域 ） （ 指 定 区 域 ）0
0

第 二 条 法 第 三 十 四 条 第 十 一 号 の 条 例 で 指 定 す 第 二 条 法 第 三 十 四 条 第 十 一 号 の 条 例 で 指 定 す

る 土 地 の 区 域 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 指 定 区 る 土 地 の 区 域 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 指 定 区

域 」 と い う 。 ） は 、 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 域 」 と い う 。 ） は 、 次 の 各 号 の い ず れ に も 該

当 す る 土 地 の 区 域 で あ っ て 、 原 則 と し て 令 当 す る 土 地 の 区 域 で あ っ て 、 原 則 と し て 都 市

計 画 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 四 年 政 令 第 百 五 十 八

第 八 条 第 一 項 第 二 号 ロ か ら ニ ま で に 掲 げ 号 ） 第 八 条 第 一 項 第 二 号 ロ か ら ニ ま で に 掲 げ

る 土 地 の 区 域 を 含 ま な い も の の う ち 、 知 事 が る 土 地 の 区 域 を 含 ま な い も の の う ち 、 知 事 が

指 定 す る も の と す る 。 指 定 す る も の と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

２ ～ ７ 略 ２ ～ ７ 略

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 都 市 計 画 課 ）

２ 地 域 に お け る 犯 罪 の 防 止 に 関 す る 自 主 的 な

活 動 を 行 う 県 民 等 は 、 児 童 等 の 日 常 生 活 に お0
0

け る 安 全 を 確 保 す る た め 、 地 域 住 民 と 連 携 し

て 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 犯 罪 の 防 止 の た め の

自 主 的 な 活 動 の 推 進 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講

ず る よ う に 努 め る も の と す る 。

３ 児 童 等 の 保 護 者 は 、 そ の 監 護 に 係 る 児 童 等

の 日 常 生 活 に お け る 安 全 を 確 保 す る た め 、 必

要 な 監 護 を す る も の と す る 。

第 十 六 条 ～ 第 二 十 三 条 略 第 十 五 条 ～ 第 二 十 二 条 略

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ く ら し 安 全 安 心 課 ）
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0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 四 号

栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 及 び 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 二 条 略 第 二 条 略

（ 委 員 の 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。

第 四 条 略 第 三 条 略

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 四 百 六 十 一 略 一 ～ 四 百 六 十 一 略

四 百 六 十 二 建 築 士 二 万 四 千 四 百 円 四 百 六 十 二 建 築 士 一 万 九 千 三 百 円

法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 （ 昭 和 二 十 五 年

法 律 第 二 百 二 号 ） 法 律 第 二 百 二 号 ）

第 四 条 第 三 項 又 は 第 四 条 第 二 項 又 は

第 五 項 の 規 定 に 基 第 三 項 の 規 定 に 基

づ く 二 級 建 築 士 又 づ く 二 級 建 築 士 又

は 木 造 建 築 士 の 免 は 木 造 建 築 士 の 免

許 許

四 百 六 十 二 の 二 建 略 四 百 六 十 二 の 二 建 略

築 士 法 第 四 条 第 三 築 士 法 第 四 条 第 二

項 又 は 第 五 項 の 規 項 又 は 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 免 許 を 定 に 基 づ く 免 許 を

受 け て い る こ と の 受 け て い る こ と の

（ 指 定 区 域 ） （ 指 定 区 域 ）0
0

第 二 条 法 第 三 十 四 条 第 十 一 号 の 条 例 で 指 定 す 第 二 条 法 第 三 十 四 条 第 十 一 号 の 条 例 で 指 定 す

る 土 地 の 区 域 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 指 定 区 る 土 地 の 区 域 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 指 定 区

域 」 と い う 。 ） は 、 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 域 」 と い う 。 ） は 、 次 の 各 号 の い ず れ に も 該

当 す る 土 地 の 区 域 で あ っ て 、 原 則 と し て 令 当 す る 土 地 の 区 域 で あ っ て 、 原 則 と し て 都 市

計 画 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 四 年 政 令 第 百 五 十 八

第 八 条 第 一 項 第 二 号 ロ か ら ニ ま で に 掲 げ 号 ） 第 八 条 第 一 項 第 二 号 ロ か ら ニ ま で に 掲 げ

る 土 地 の 区 域 を 含 ま な い も の の う ち 、 知 事 が る 土 地 の 区 域 を 含 ま な い も の の う ち 、 知 事 が

指 定 す る も の と す る 。 指 定 す る も の と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

２ ～ ７ 略 ２ ～ ７ 略

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 都 市 計 画 課 ）

（ 指 定 区 域 ） （ 指 定 区 域 ）0
0

第 二 条 法 第 三 十 四 条 第 十 一 号 の 条 例 で 指 定 す 第 二 条 法 第 三 十 四 条 第 十 一 号 の 条 例 で 指 定 す

る 土 地 の 区 域 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 指 定 区 る 土 地 の 区 域 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 指 定 区

域 」 と い う 。 ） は 、 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 域 」 と い う 。 ） は 、 次 の 各 号 の い ず れ に も 該

当 す る 土 地 の 区 域 で あ っ て 、 原 則 と し て 令 当 す る 土 地 の 区 域 で あ っ て 、 原 則 と し て 都 市

計 画 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 四 年 政 令 第 百 五 十 八

第 八 条 第 一 項 第 二 号 ロ か ら ニ ま で に 掲 げ 号 ） 第 八 条 第 一 項 第 二 号 ロ か ら ニ ま で に 掲 げ

る 土 地 の 区 域 を 含 ま な い も の の う ち 、 知 事 が る 土 地 の 区 域 を 含 ま な い も の の う ち 、 知 事 が

指 定 す る も の と す る 。 指 定 す る も の と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

２ ～ ７ 略 ２ ～ ７ 略

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 都 市 計 画 課 ）

0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 四 号

栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 及 び 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 二 条 略 第 二 条 略

（ 委 員 の 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。

第 四 条 略 第 三 条 略

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 四 百 六 十 一 略 一 ～ 四 百 六 十 一 略

四 百 六 十 二 建 築 士 二 万 四 千 四 百 円 四 百 六 十 二 建 築 士 一 万 九 千 三 百 円

法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 （ 昭 和 二 十 五 年

法 律 第 二 百 二 号 ） 法 律 第 二 百 二 号 ）

第 四 条 第 三 項 又 は 第 四 条 第 二 項 又 は

第 五 項 の 規 定 に 基 第 三 項 の 規 定 に 基

づ く 二 級 建 築 士 又 づ く 二 級 建 築 士 又

は 木 造 建 築 士 の 免 は 木 造 建 築 士 の 免

許 許

四 百 六 十 二 の 二 建 略 四 百 六 十 二 の 二 建 略

築 士 法 第 四 条 第 三 築 士 法 第 四 条 第 二

項 又 は 第 五 項 の 規 項 又 は 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 免 許 を 定 に 基 づ く 免 許 を

受 け て い る こ と の 受 け て い る こ と の

0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 四 号

栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 及 び 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 二 条 略 第 二 条 略

（ 委 員 の 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。

第 四 条 略 第 三 条 略

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 四 百 六 十 一 略 一 ～ 四 百 六 十 一 略

四 百 六 十 二 建 築 士 二 万 四 千 四 百 円 四 百 六 十 二 建 築 士 一 万 九 千 三 百 円

法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 （ 昭 和 二 十 五 年

法 律 第 二 百 二 号 ） 法 律 第 二 百 二 号 ）

第 四 条 第 三 項 又 は 第 四 条 第 二 項 又 は

第 五 項 の 規 定 に 基 第 三 項 の 規 定 に 基

づ く 二 級 建 築 士 又 づ く 二 級 建 築 士 又

は 木 造 建 築 士 の 免 は 木 造 建 築 士 の 免

許 許

四 百 六 十 二 の 二 建 略 四 百 六 十 二 の 二 建 略

築 士 法 第 四 条 第 三 築 士 法 第 四 条 第 二

項 又 は 第 五 項 の 規 項 又 は 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 免 許 を 定 に 基 づ く 免 許 を

受 け て い る こ と の 受 け て い る こ と の

0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 四 号

栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 及 び 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 二 条 略 第 二 条 略

（ 委 員 の 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。

第 四 条 略 第 三 条 略

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 四 百 六 十 一 略 一 ～ 四 百 六 十 一 略

四 百 六 十 二 建 築 士 二 万 四 千 四 百 円 四 百 六 十 二 建 築 士 一 万 九 千 三 百 円

法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 （ 昭 和 二 十 五 年

法 律 第 二 百 二 号 ） 法 律 第 二 百 二 号 ）

第 四 条 第 三 項 又 は 第 四 条 第 二 項 又 は

第 五 項 の 規 定 に 基 第 三 項 の 規 定 に 基

づ く 二 級 建 築 士 又 づ く 二 級 建 築 士 又

は 木 造 建 築 士 の 免 は 木 造 建 築 士 の 免

許 許

四 百 六 十 二 の 二 建 略 四 百 六 十 二 の 二 建 略

築 士 法 第 四 条 第 三 築 士 法 第 四 条 第 二

項 又 は 第 五 項 の 規 項 又 は 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 免 許 を 定 に 基 づ く 免 許 を

受 け て い る こ と の 受 け て い る こ と の
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栃 木 県 条 例 第 二 十 五 号

栃 木 県 卸 売 市 場 条 例 を 廃 止 す る 条 例

栃 木 県 卸 売 市 場 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 号 ） は 、 廃 止 す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 六 月 二 十 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 済 流 通 課 ）

証 明 証 明

0
0

四 百 六 十 二 の 三 ・ 四 百 六 十 二 の 四 略 四 百 六 十 二 の 三 ・ 四 百 六 十 二 の 四 略

四 百 六 十 三 建 築 士 一 万 八 千 五 百 円 四 百 六 十 三 建 築 士 一 万 七 千 九 百 円

法 第 十 三 条 の 規 定 法 第 十 三 条 の 規 定

に 基 づ く 二 級 建 築 に 基 づ く 二 級 建 築

士 試 験 又 は 木 造 建 士 試 験 又 は 木 造 建

築 士 試 験 の 実 施 築 士 試 験 の 実 施

四 百 六 十 四 ～ 五 百 十 七 略 四 百 六 十 四 ～ 五 百 十 七 略

備 考 略 備 考 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 並 び に 附 則 第 三 項 及 び 第 四 項 の 規 定 は 、

令 和 二 年 三 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 の 委 員 に 任 命 さ れ て い る 者 の 任 期 に つ い て は 、 な

お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

３ 第 二 条 の 規 定 の 施 行 の 日 前 に 申 請 が な さ れ て い る 事 務 に 係 る 栃 木 県 手 数 料 条 例 に 規 定 す る 手 数

料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

４ 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 建 築 士 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 二 号 ） 第 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基

づ く 二 級 建 築 士 又 は 木 造 建 築 士 の 免 許 を 受 け よ う と す る 者 で あ っ て 、 第 二 条 の 規 定 の 施 行 の 日 前

に 知 事 の 行 う 二 級 建 築 士 試 験 に 合 格 し た も の （ 沖 縄 の 復 帰 に 伴 う 建 設 省 関 係 法 令 の 適 用 の 特 別 措

置 等 に 関 す る 政 令 （ 昭 和 四 十 七 年 政 令 第 百 十 五 号 ） 第 百 条 の 規 定 に よ り 二 級 建 築 士 の 免 許 を 受 け

る こ と が で き る 者 を 含 む 。 ） 又 は 木 造 建 築 士 試 験 に 合 格 し た も の に 対 す る 第 二 条 の 規 定 に よ る 改

正 後 の 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 四 百 六 十 二 の 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 二 万 四 千

四 百 円 」 と あ る の は 、 「 一 万 九 千 三 百 円 」 と す る 。

（ 建 築 課 ）

0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 四 号

栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 及 び 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 二 条 略 第 二 条 略

（ 委 員 の 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。

第 四 条 略 第 三 条 略

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 四 百 六 十 一 略 一 ～ 四 百 六 十 一 略

四 百 六 十 二 建 築 士 二 万 四 千 四 百 円 四 百 六 十 二 建 築 士 一 万 九 千 三 百 円

法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 （ 昭 和 二 十 五 年

法 律 第 二 百 二 号 ） 法 律 第 二 百 二 号 ）

第 四 条 第 三 項 又 は 第 四 条 第 二 項 又 は

第 五 項 の 規 定 に 基 第 三 項 の 規 定 に 基

づ く 二 級 建 築 士 又 づ く 二 級 建 築 士 又

は 木 造 建 築 士 の 免 は 木 造 建 築 士 の 免

許 許

四 百 六 十 二 の 二 建 略 四 百 六 十 二 の 二 建 略

築 士 法 第 四 条 第 三 築 士 法 第 四 条 第 二

項 又 は 第 五 項 の 規 項 又 は 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 免 許 を 定 に 基 づ く 免 許 を

受 け て い る こ と の 受 け て い る こ と の

証 明 証 明

0
0

四 百 六 十 二 の 三 ・ 四 百 六 十 二 の 四 略 四 百 六 十 二 の 三 ・ 四 百 六 十 二 の 四 略

四 百 六 十 三 建 築 士 一 万 八 千 五 百 円 四 百 六 十 三 建 築 士 一 万 七 千 九 百 円

法 第 十 三 条 の 規 定 法 第 十 三 条 の 規 定

に 基 づ く 二 級 建 築 に 基 づ く 二 級 建 築

士 試 験 又 は 木 造 建 士 試 験 又 は 木 造 建

築 士 試 験 の 実 施 築 士 試 験 の 実 施

四 百 六 十 四 ～ 五 百 十 七 略 四 百 六 十 四 ～ 五 百 十 七 略

備 考 略 備 考 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 並 び に 附 則 第 三 項 及 び 第 四 項 の 規 定 は 、

令 和 二 年 三 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 栃 木 県 建 築 士 審 査 会 の 委 員 に 任 命 さ れ て い る 者 の 任 期 に つ い て は 、 な

お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

３ 第 二 条 の 規 定 の 施 行 の 日 前 に 申 請 が な さ れ て い る 事 務 に 係 る 栃 木 県 手 数 料 条 例 に 規 定 す る 手 数

料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

４ 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 建 築 士 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 二 号 ） 第 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基

づ く 二 級 建 築 士 又 は 木 造 建 築 士 の 免 許 を 受 け よ う と す る 者 で あ っ て 、 第 二 条 の 規 定 の 施 行 の 日 前

に 知 事 の 行 う 二 級 建 築 士 試 験 に 合 格 し た も の （ 沖 縄 の 復 帰 に 伴 う 建 設 省 関 係 法 令 の 適 用 の 特 別 措

置 等 に 関 す る 政 令 （ 昭 和 四 十 七 年 政 令 第 百 十 五 号 ） 第 百 条 の 規 定 に よ り 二 級 建 築 士 の 免 許 を 受 け

る こ と が で き る 者 を 含 む 。 ） 又 は 木 造 建 築 士 試 験 に 合 格 し た も の に 対 す る 第 二 条 の 規 定 に よ る 改

正 後 の 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 四 百 六 十 二 の 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 二 万 四 千

四 百 円 」 と あ る の は 、 「 一 万 九 千 三 百 円 」 と す る 。

（ 建 築 課 ）


